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一
九
八
○
年
世
界
農
林

　
～
　
　
　
業
セ
ン
サ
ス
が
二
月
一
日

　
課

　
　
　
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
工

　
滴
　
　
　
今
回
の
セ
ン
サ
ス
は
国
連

　
　
　
の
提
唱
に
よ
る
世
界
農
林

を　　
　
業
セ
ン
サ
ス
の
一
環
と
し

力
　
　
　
て
、
農
業
事
業
体
の
ほ
か

協
　
　
　
林
業
事
業
体
に
つ
い
て
も

ご
　
　
　
調
査
が
行
わ
れ
る
大
規
模

に
　
　
　
調
査
で
す
。

ト
ス
　
　
　
　
こ
の
調
査
結
果
は
、
今

サ
　
　
　
後
農
林
行
政
等
に
幅
広
く

ン
　
　
　
活
用
さ
れ
、
ま
た
各
地
域

セ
　
　
　
の
特
徴
を
つ
か
む
貴
重
な

業
　
　
　
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
、

林
　
　
　
　
一
月
下
旬
か
ら
二
目
上

農
　
　
　
旬
に
か
け
て
、
担
当
の
調

　
　
　
査
員
が
皆
様
の
お
宅
に
伺

い
ま
す
の
て
、
セ
ン
サ
ス
の
趣
旨
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
調
査
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

暴
力
団
の
民
事
事
件

　
　
　
相
談
窓
口
開
設

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
中
で
、
暴
力

団
に
よ
る
借
金
取
た
て
、
交
通
事
故

の
示
談
交
渉
等
の
際
に
お
ど
さ
れ
た

り
、
む
り
に
契
約
書
を
書
か
さ
れ
た

り
し
て
困
っ
て
い
る
か
た
は
い
ま
せ

ん
か
。
暴
力
団
が
民
事
事
件
に
介
入

し
た
犯
罪
が
多
く
な
っ
て
き
た
た
め
、

県
警
と
十
日
町
署
て
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
相
談
窓
口
を
作
り
ま
し
た
．
．

　
直
接
暴
力
団
に
お
ど
か
さ
れ
で
、
い

る
か
た
、
取
り
た
て
に
あ
っ
た
か
た

や
親
戚
、
知
人
で
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
遭
遇
し
て
い
る
人
を
知
っ
て
い
る

か
た
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
，

◎
相
談
窓
ロ

●
f
日
町
警
察
署
（
台
二
ー
三
一
七

一
番
内
線
二
四
〇
）
広
田
捜
査
課
長

●
本
部
捜
査
第
二
課
暴
力
団
係
（
君

〇
二
五
二
　
二
四
ー
二
四
二
四
番
）

造
林
補
助
申
請

　
　
期
限
は
四
月
十
日

　
頃
年
か
ら
長
日
町
市
内
は
、
森
林

総
合
整
備
地
域
と
な
り
、
農
用
地
区

域
以
外
の
山
林
φ
＼
f
ア
ー
ル
以
上

の
植
林
・
下
刈
・
除
伐
・
雪
起
を
実

施
し
た
場
合
、
造
林
の
補
助
該
当
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
一
地

域
数
入
で
五
モ
ア
ー
ル
以
上
く
ら
い

の
作
業
を
、
森
林
組
合
に
委
託
す
る

　
　
　
　
林
村
良
高
．
F
、
常
》

苑
小
＝
＝
レ
煽

　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

（
と
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q
q
q
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．
皿
　
甲
M
。
。
D
⑳
。
。
ρ
務

戸
力
㌔
　
欺
ρ
5
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あ
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5
事
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ラ
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
と
　
　
ナ
　
ネ

リ
〉
　
“
ン
〕
ノ
P
　
川
会

　
　
　
　
ヨ

　
　
　
い
1
沢
2
東
ブ
田
資

（
姦
あ
敬
町
黒
翻
ラ
之
合

　
　
　
け
日
和
大
日
本
ク
魚
利

（
㈹
碁
鷺
脳
叡
齢

綴
蘇
》
設
簾
講
田

曹
「

1
色
8
「
、
匹
一
一
「
、
山
3
マ
ー
」
＝
叩

」
冨
「

恥
3
■
～
当
〒

」
孕
一
「

旨
一
↑
　
当
。
「
　
匹
3
マ

と
、
特
に
優
遇
補
助
の
対
象
に
な
り

ま
す
．
補
助
申
請
期
限
は
四
月
予
日

で
す
、
期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
早
め

に
森
林
組
合
（
君
八
ー
三
一
一
五
番
、

㈲
四
六
二
一
六
）
へ
申
請
し
ー
、
く
た

さ
い
。

恩
給
が
増
額
さ
れ
ま
す

　
恩
給
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

1
、
旧
軍
人
恩
給
を
受
給
し
て
い
る

か
た
で
、
加
算
年
の
年
額
計
算
へ
の

算
入
に
係
る
年
齢
要
件
が
、
今
ま
で

六
十
五
歳
以
上
で
あ
っ
た
も
の
が
六

予
歳
以
上
に
引
き
さ
げ
ら
れ
ま
す
。

2
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
旧
海

T7，672円　 》1ン1．名2件　15，1⇔4円
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マの（昭和田口）2．000円》㈱剰川『
1　屋、　もち20ノ・・ク入、13ヶ・一ス　レ

1　桑原正治（新座ノi一日剛・中条・

「津南グ）各病院に歳末慰、問品　レ・l

l　新田簡易保険組合　5，0〔）0円（老べ

1　ホ 一ムヘ1　レ・福崎み，よし（f歳，

軍
の
特
務
士
官
及
び
准
士
官
の
仮
定

俸
給
の
改
善

　
⊃
下
七
官
と
し
て
在
職
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
か
た

　
②
昭
和
ニ
レ
年
テ
一
月
三
卜
日
ま

で
の
旧
、
軍
入
と
し
て
の
実
在
職
年
数

が
、
普
通
恩
給
と
し
て
所
要
最
短
年

数
（
予
一
、
一
年
）
以
上
で
あ
る
か
た

3
、
訓
導
等
と
し
て
勤
務
し
て
い
た

か
た
が
代
用
教
員
と
な
り
、
引
き
続

き
訓
導
等
に
な
っ
た
場
合
の
代
用
教

員
期
間
が
恩
給
の
基
礎
在
職
年
に
通

算
さ
れ
ま
す
。

　
旧
軍
人
の
一
時
恩
給
及
び
一
時
金

に
つ
い
て

　
旧
軍
入
と
し
て
の
実
在
職
年
が
引

　
　
類
祉
治

　
　
衣
福

　
　
田

き
続
い
て
．
、
一
年
以
L
の
入
に
は

恩
給
、
断
続
し
て
あ
り
合
計
て
＝

以
L
の
人
に
は
一

支
給
さ
れ
ま
す
が
、

か
た
が
相
当
あ
り
ま
す
。

ま
た
は
そ
の
遺
族
の
か
た
は
、

民
生
部
援
護
課
ま
た
は
市
社
会
福
祉

事
務
所
（
君
七
－
三
一
一
一
番
内
線

二
一
五
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

遺
族
年
金
等
の
時
効
変
更

　
遺
族
年
金
（
援
護
法
）
、
給
与
金
、

弔
慰
金
及
び
遺
族
一
時
金
等
の
該
坐

者
で
、
今
ま
で
請
求
も
れ
で
時
効
と

な
り
受
給
で
き
な
か
っ
た
か
た
が
た

に
、
特
に
法
令
の
許
す
範
囲
で
受
付
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杢
杢
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杢
杢
斎
斎

大鏡84枚を寄贈
　1一日町ライオンズタラブ（関口

順一一郎会長〉では、10月に主催し

た国際児童年協賛「世界のサーカ

ス」チャリティ公演の収益（約150

万円）で、市内の小・中学校、幼

稚園、保育所に合計84枚の大鏡を

贈呈。12月21日市役所を訪ずれ諸

里市長に目録を手渡しました．

　
緯》縦夢㌧

適 　　　伽聯囎11匿
縣／＋鳶蝸
　　　　on

l配⑤

』　砺易

曽
す
ご
｝

u
易
夢
！

l　llll

グ
噺

び
応
蓼
、
”

〕
マ
訳
く
り
乙

t
う
琴
ど
．

百1

う
ふ
．
す
こ
き

Ω
へ（ン

藪
み
も
豚
、
覧
～

　
　
“
b
恥
セ

懸
蹴
麟

翠
綻

昏
篇
暫

¢
駿
適
・

　
　
　
⊃
、
　
、

　
　
　
ノ
、
　
　
　
”

　
　
　
＼
い

　
　
　
　
白

　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
ω

迅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
賢
の

　
　
　
　
－
看
隣
　
〕
委
入
た

　
　
　
　
一
座
新
　
山
育
購
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
教
書
し

　
　
　
　
力
会
田
　
　
、
．
厄
苅
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
サ
る

ρ
金
　
　
チ
ペ
レ
　

．
、
、
く

⑳
済
円
　
椅
婦
　
　
糖
砥
淳
剤

ー
救
o
o
　
　
区
腕
　
良
痕
－
・

4
民
ρ
　
㈱
地
茶
　
　
二
．
よ
初

座
難
5
　
造
町
呑
　
貞
隆
に
研

新
ア
件
　
酉
－
易
　
毎
毎
－
し
m

ー
ジ
ー
へ
召
レ
　
固
ト
ト
貴
転

一
ボ
名
館
魚
レ
一
印
た
故
の
m

多
ン
匿
民
》
　
バ
皿
ま
・
ー
め

野
力
公
枚
力
灰
ら
艮
た

占
－
環
　
§
「
　
」
＝
叩
　
旨
寄

」
3
「
　
』
一
一
マ

弩
罫
閣
占
＝
「
　
」
一
雰
　
益
■

」
＝
¶

　
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
　
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
一
弓
末
日

　
ま
で
に
市
社
会
隔
祉
事
務
所
に
お
い

　
で
く
だ
と
㌔
い
，

　
　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
　
▼
一
月
ニ
レ
ニ
日
鱒
　
午
前
九
時

　
～
正
午
ま
で
　
昭
和
町
一
r
目
の
一

　
部
、
昭
和
町
、
下
ー
目
、
昭
和
町
三
丁

　
目
の
．
部
、
泉
町
、
西
芋
町
の
一
部
、

　
七
軒
町
の
．
部
、
高
田
町
一
、
r
目
の

　

立
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
・

　
　
事
ヒ
が
2
　
轟

　
O
今
年
は
六
↑
年
に
一
回
の
庚
申
の

　
年
で
す
。
市
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で

　
庚
申
塔
が
み
ら
れ
、
こ
の
野
仏
の
中

　
に
ミ
ザ
ル
、
イ
ワ
ザ
ル
、
キ
カ
ザ
ル

　
の
三
猿
が
刻
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
．

　
　
物
を
言
わ
な
い
こ
と
が
過
去
の
庶

　
民
の
生
活
の
知
恵
だ
っ
た
の
で
し
ょ

　
う
が
、
八
十
年
代
の
市
民
の
知
恵
は
、

　
見
、
聞
き
、
言
い
、
参
加
し
て
、
自

　
分
に
あ
っ
た
政
治
を
創
り
出
し
て
行

　
く
こ
と
だ
と
も
言
え
ま
す
。
そ
の
橋

　
渡
し
役
と
し
て
、
広
報
広
聴
活
動
に

　
一
層
力
を
注
い
で
行
く
つ
も
り
で
す
。

■市勢／人ロ…50，164人（男24，652人・女25，512人）／世帯数…I　i，974、／面積…21i、44k㎡（12月1日現在）
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い1凸　　弓ゼ矯嶺
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鑑響熱鵡陰　、

－

磯鍛

　
　
　
顧
、

．
薫
～

パ
ー

　　　　　》
　　覚葡9◎の総含展示館オー7ン

　去る2月6日、本町2丁目の繊労会館1階にきも
の十日町総合展示館がオープンしました。館内には

きものと帯、宝石、ネクタイ、民芸品などがずらり

と並び、市内の新名所として発展が気待されます。
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は
　
じ
　
め
　
に

　
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
ム
ヂ
で
は
初
め
て
の
世
論
調
査

を
、
統
一
地
方
選
挙
（
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
）

に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
回
の
市
長
選
挙
が
最
近
に
な
く
有
権
者
の

関
心
が
高
く
、
投
票
率
も
九
五
∴
○
％
の
高
投
票
率
と

な
っ
た
こ
と
等
か
ら
で
す
。

　
最
近
は
地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
等
報
道
機

関
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
各
候
補
者
も
こ
の
こ

と
を
有
権
者
に
訴
え
、
地
方
自
治
、
地
方
政
治
に
有
権
者

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
調
査
結
果
の
示
す
と
お
り
必
ず
し
も
明
る
く

正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
地
方
自
治
の
確

立
の
た
め
に
も
有
権
者
の
明
る
く
正
し
い
選
挙
意
識
の
高

揚
が
必
要
で
す
．
こ
の
時
期
に
有
権
者
に
対
す
る
意
識
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
選
挙
啓
発
及
び
選

挙
の
管
理
執
行
の
上
か
ら
も
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
集
計
が
、
衆
議
院
議
員
の
解
散
総
選
挙
が
あ
り
遅
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
対
象
者
千
八
百
人
中
千
百
三
十
一
人
、

六
二
・
八
三
％
の
か
た
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

．
．
．
ム
▼

（2）調査対象　　昭和54年4月10日現在、十日町

　市の永久選挙人名簿に登録されている個人

（31調査対象数　1，800人

（4》抽出方法　　層化無作為抽出法

　　（配分表による）

（5）調査方法　　文書回答による調査

（6）調査時期　　昭和54年7月20日～8月10日

4、調査日程

（1）調査表作成印刷　7月11日～7月15日

（2）調査対象者び）抽出　7月16日～7月22日

（3）調査票発送　7月23日～7月25日

（4）回収期間　7月27日～8月10日

（5》調査票集計　8月13日～9月13日

皿回収状況

（11回収数　1，131通　　（2）回収率　62．83％

1、調査の目的
　　この調査は、昭和54年7、8月の時点における

有権者の選挙意識を中心に、今後の選挙啓発

及び選挙公営の取り組みの資料とすることを

　目的とします。

2、調査項目

　　この調査は、つぎの項目について調査しま
　す。

11》投票と棄権

（2股票の経緯

（3）選挙運動に対する意向

（4》選挙制度、選挙執行管理についての意向

3、翻査方法

（1》調査地域　　十日町市全域

皿
調
査
結
果
の
概
要

1
、
選
挙
の
状
況

　
今
回
の
統
一
地
方
選
挙
を
有
権
者
が
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
を
調
査
す
る
た
め
に
「
今
回
の
統
一
地
方
選
挙

は
全
体
と
し
て
明
る
く
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ
た
と
思
い

ま
す
か
。
そ
う
は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問

に
対
し
て
は
全
体
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
ω
明
る
く
正
し
く
行
わ
れ
た

　
勿
そ
う
は
い
え
な
い

　
個
一
概
に
い
え
な
い

　
勾
わ
か
ら
な
い

　
㈲
無
回
答

市
全
体
の
投
票
率
は
九
五
・

2
、
投
票
の
状
況
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1世論調査実施要領

　　四四十〇四一一一
七八八〇五一六二三八％％％％％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
％
で
す
が
、
今
回

の
調
査
で
は
九
七
・
七
九
％
の
人
が
投
票
し
た
と
答
え
、

市
全
体
よ
り
二
・
六
九
％
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

3
、
投
票
者
の
意
識

ω
意
志
決
定
の
体
様

　
「
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
で
投
票
さ
れ
た
の
は

ど
う
い
う
気
持
か
ら
で
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
の
回

答
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
選
）
（
市
繊
選
）

qD

政
治
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
投

　
票
す
る
こ
と
が
大
切
だ
か
ら
　
　
二
六
⊥
七
％
　
茜
圭
二
％

ω
投
票
す
る
の
は
国
民
の

　
義
務
だ
か
ら

個
ど
う
し
て
も
当
選
さ
せ
た
い

　
人
が
い
た
か
ら

⑥
自
分
た
ち
の
利
益
を
守
っ
て

　
く
れ
る
よ
う
な
人
だ
か
ら

㈲
団
体
、
地
元
、
知
り
合
い
に

　
た
の
ま
れ
て

一
董
．
二
％
　
三
6
九
％

二
〇
●
二
五
％
　
　
二
七
●
九
四
砿
川

一
四
●
七
七
％
　
　
一
七
●
二
四
％

五
●
九
二
％
　
　
一
二
．
二
〇
％

⑥
自
分
の
支
持
す
る
政
党
の
推
す

　
候
補
者
が
い
た
か
ら

ω
そ
の
他

干
九
二
％

マ
杢
％

四
・
六
〇
％

一
・
春
％

回
意
志
決
定
の
時
期

　
選
挙
の
種
類
に
よ
っ
て
選
挙
運
動
の
期
問
が
異
な
る
が
、

市
長
、
市
議
選
で
は
1
0
日
間
で
す
。
有
権
者
が
誰
れ
に
投

票
す
る
か
を
決
め
た
時
期
を
知
る
こ
と
は
、
選
挙
運
動
の

あ
り
方
及
び
選
挙
啓
発
の
方
法
等
に
つ
い
て
大
切
な
こ
と

で
す
。

　
決
定
の
時
期
に
つ
い
て
の
問
い
に
対
す
る
回
答
は
・
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
選
）
（
市
議
選
）

　
O
D
選
挙
期
間
（
告
示
か
ら
投
票
日

　
　
の
前
日
ま
で
）

　
ω
選
挙
期
間
の
初
め
ご
ろ

㈹
選
挙
期
間
の
中
ご
ろ

＠
選
挙
期
間
の
終
り
ご
ろ

　
㈲
投
票
日
当
日

　
⑥
不
　
明

　
ω
無
回
答

ω
意
志
決
定
の
媒
体

に
入
る
前
か
ら
昊
・
突
％

量
・
妻
％

宍
・
八
O
％

西
・
発
％

三
・
天
％

O
・
囲
％

。
三
七
％

四
二
・
開
％

一
三
・
轟
％

三
三
〇
％

5
・
モ
％

一
・
八
六
％

。
・
奎
％

七
・
宍
％

　
有
権
者
が
候
補
者
を
選
択
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を

何
に
よ
っ
て
得
る
か
は
、
有
権
者
の
選
択
の
性
格
を
知
る

上
で
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
選
）
（
市
議
選
）

　
ω
人
物
が
い
い
か
ら
　
　
　
　
　
天
・
三
九
％
　
一
一
？
。
七
％

　
偶
候
補
者
の
個
人
演
説
、
街
頭

　
　
演
説
を
聞
い
て
　
　
　
　
　
　
田
・
吾
％
　
5
三
六
％

　
㈹
立
合
演
説
会
を
聞
い
て
　
　
　
三
・
八
八
％

　
＠
家
人
と
相
談
し
て
　
　
　
　
　
一
。
・
茜
％
　
一
。
⊥
七
％

　
⑥
知
人
、
有
力
者
、
親
戚
か
ら

　
す
す
め
ら
れ
て
　
　
　
　
　
　
七
・
宍
％

⑥
よ
く
知
っ
て
い
る
人
だ
か
ら
　
六
・
九
〇
％

ω
地
元
で
の
相
談
で
　
　
　
　
　
　
等
署
％

㈹
組
合
や
団
体
の
す
す
め
で
　
　
　
四
・
云
％

働
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
二
・
全
％

⑯
政
党
を
考
え
て
　
　
　
　
　
　
二
・
究
％

⑳
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ビ
ラ
や
葉
書
で
一
・
薯
％

⑬
新
聞
を
み
て
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
究
％

⑬
縁
故
者
だ
か
ら
　
　
　
　
　
　
。
・
圭
％

鱒
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
を
見
て
　
　
　
。
・
量
％

⑯
不
　
明

六
・
考
％

最
三
四
％

モ
．
六
〇
％

五
人
四
％

二
・
三
％

三
・
豊
％

。
・
杢
％

四
・
薯
％

〇
三
七
％

。
・
杢
％
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口
投
票
者
の
期
待

　
投
票
者
が
何
を
重
点
と
し
て
投
票
し
た
か
に

対
し
て
は
．
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
は
一
人

二
つ
の
理
由
を
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
市
長
選
挙
に
つ
い
て

ω
不
況
対
策

　
ω
各
種
の
公
共
施
設

　
⑥
自
治
体
の
財
政
難
の
問
題

ω
福
　
祉

㈲
都
市
計
画

　
⑥
物
　
価

　
ω
農
林
業
対
策

　
捌
商
工
業
対
策

　
倒
政
策
は
考
え
な
か
っ
た

　
⑯
そ
の
他

　
ω
公
害
問
題

　
⑬
ゴ
ミ
処
理
な
ど
清
掃
問
題

　
埆
不
　
明

　
⑯
無
回
答

4
、
有
権
者
の
姿
勢

　
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

す
る
も
の
と
し
て
地
元
、

三
二
六
％

函
毛
七
％

5
毛
。
％

九
・
五
五
％

八
・
六
六
％

八
・
。
五
％

六
・
九
四
％

　
⑥
】
概
に
い
え
な
い

　
む
わ
か
ら
な
い

　
㈲
無
回
答

＠
前
記
図
、
⑥
に
対
す
る
理
由

　
q
D
議
員
に
は
地
元
代
表
と
い
う

　
　
役
割
も
あ
る
か
ら

　
働
す
い
せ
ん
が
あ
る
と
方
針
が

　
　
決
ま
っ
て
よ
い

　
鋤
自
分
は
別
に
す
い
せ
ん

　
　
が
あ
っ
て
も
動
か
さ
れ
な

　
　
な
い
か
ら
問
題
は
な
い

　
叫
そ
の
他
、
不
明
、
無
回
答

六
・
一
九
％
口
後
援
会
の
加
入
状
況

三
・
一
一
七
％

一
三
茜
％

一
圭
九
％

？
八
四
％

ω
加
入
し
て
い
る

個
加
入
し
て
い
な
い

⑥
不
　
明

叫
無
回
答

四
五
・
二
七
伊
ゆ

三
・
九
八
％

二
・
三
％

四
三
●
〇
六
伊
ゆ

五
・
四
八
％
場
合
、

二
？
窒
％

究
・
奎
％

四
三
●
三
三
創
ゆ

四
五
●
三
六
伊
ゆ

ぞ
究
％

八
三
二
％

9
八
四
％
困
選
挙
が
近
づ
く
と
後
援
会
活
動
が
活
発
に
な

八
・
八
九
％
る
傾
向
に
つ
い
て
の
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
に
直
接
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
会
の
す
い
せ
ん
、

後
援
会
の
加
入
等
が
あ
り
ま
す
が
、
．
五
に
つ

い
て
の
調
査
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

っ
す
い
せ
ん
行
為
の
有
無

　
の
あ
っ
た

　
勿
な
か
っ
た

　
鋤
わ
か
ら
な
い

　
＠
無
回
答

切
す
い
せ
ん
行
為
の
良
否

　
n
よ
く
な
い

　
働
そ
う
は
思
わ
な
ハ

“く良
　
　
　
　
　
　
　
＼
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
④
／
　
　
‘

選
．
遍
一
票
へ
ね
竃

蜂
9’

（3）

六
八
・
。
八
飯

急

oD

好
ま
し
い

図
好
ま
し
く
な

3
ど
ち
ら
と
も

〉
）
　
L
　
）
　
・
弘
　
、

4
』
イ
・
刀
ド
ノ
し

㈲
無
回
答

し、

え

な
し、

九
．
四
六
％

四
一
一
一
圭
一
一
％

量
圭
四
％

四
・
。
七
％

七
・
六
。
％

一
九
λ
九
％
て
び

九
・
九
九
％
た
の
日
常
生
活
に
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
て
い

二
6
一
一
一
％
る
と
思
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
対
し
て
、
回
答
の

　
　
　
多
い
偵
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
、

天
・
看
％

三
。
・
。
六
％

　
政
治
の
日
常
生
活
に
お
け
る
影
響
力
に
つ
い

　
）
「
あ
な
た
は
政
府
の
す
る
こ
と
が
、
あ
な

5
　
政
治
の
影
響
力
に
つ
い
て
の
意
識

6
ω
大
い
に
影
響
を
与
え
て
い
る

ω
多
少
は
影
響
を
与
え
て
い
る

⑥
あ
ま
り
影
響
を
与
え
て
い
な
い

如
わ
か
ら
な
い

㈲
無
回
答

㈲
全
然
影
響
を
与
え
て
い
な
い

三
八
・
究
％

三
二
。
二
七
創
ゆ

三
・
八
一
一
％

七
三
五
％

六
・
九
八
％

丁
交
％

十
日
町
市
の
政
治
に
対
す
る
意
識

「
十
日
町
市
の
政
治
を
全
体
と
し
て
考
え
た

に
対
し
て
は
、

　
ω
非
常
に
柔
い

　
勿
ま
あ
よ
い

　
3
あ
ま
り
よ
く
な
い

　
働
非
常
に
悪
い

　
旬
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

　
6
オ
カ
ら
な
い

　
ω
無
回
答

7
、
選
挙
の
種
類
に
対
す
る
関
心
度

てど’卜巳「
はび）．i　、

’よJ一’1

捲醜…蓼

おを　1乃ウ
りお　 …‘σか

需1圏
か

丁
四
一
％

塁
・
二
四
％

一
三
．
七
一
一
％

三
・
六
三
伊
ゆ

二
？
重
％

三
三
九
％

六
・
窒
％

　
選
挙
の
種
類
別
に
ょ
る
有
権
者
の
関
心
の
程

度
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
ー
．
k
す
、
（
一
人

二
つ
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）

qP

衆
議
院
議
員
の
選
挙

切
参
議
院
議
員
の
選
挙

個
知
事
の
選
挙

倒
県
議
会
議
員
の
選
挙

樹
市
長
選
挙

㈲
市
議
会
議
員
の
選
挙

ω
無
回
答

一
九
・
全
％

二
．
。
三
％

早
九
八
％

六
二
九
％

三
五
・
五
四
創
ゆ

二
九
・
8
％

ぞ
四
。
％

　
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
の
政
治
関
係
記
事
、
番
組

8
　
政
治
関
係
記
事
番
組
に
対
す
る
関
心
度

を
ど
の
程
度
見
麦
す
か
と
い

回
答
は
つ
き
の
と
お
り
で
す
、

　
”
よ
く
見
る

　
勿
と
き
ど
き
見
る

　
鋤
あ
ま
り
見
な
い

　
＠
全
然
見
な
い

　
旬
不
　
明

　
㈲
無
回
答

9
、

う
問
い

に
対
す
る

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
等
の
活
動
に
対
す

る
認
識
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
1
知
’
て
い
る

　
働
知
ら
な
い

　
圖
不
　
明

　
凶
無
回
答

10、

選
挙
公
営

ω
選
挙
公
営
に
っ
い
て

　
選
挙
公
営

挙
公
報
の
発
行
）
の
問
い

と
お
り
で
す
。

六
一
・
。
一
％

三
・
三
％

四
・
杢
％

三
・
天
％

（
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
、
選

　
　
　
　
に
対
し
て
は
、
つ
ぎ
の

　
ω
選
挙
公
営
に
取
り
組
む
べ
き
だ

　
図
選
挙
公
営
を
し
な
く
と
も
よ
い

　
鋤
八
－
の
ま
ま
’
、
k
よ
い

　
鰯
そ
の
他

　
旬
わ
か
ら
な
い

　
⑥
無
回
答

回
選
挙
公
営
の
取
り
組
み
方

　
選
挙
公
営
に
取
り
組
む
と
し
た
ら
、

五
三
・
一
四
創
ゆ

四
・
六
九
％

二
六
・
0
八
創
ゆ

O
・
三
五
ゲ
ゆ

一
三
・
三
五
α
ゆ

一
一
・
三
九
創
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ざ
の

ど
れ
に
カ
を
入
れ
る
べ
き
か
と
の
問
い
に
対
す
る

回
答
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．
、

　
臼D
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
・
小
場
の
設
置
毛
・
冥
％

　
ω
選
挙
公
報
の
発
行

　
3
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

　
ω
わ
か
ら
な
い

㈲
無
回
答

H
、
選
挙
に
関
す
る
意
見

四
三
●
七
七
創
〇

九
・
六
四
％

コ
毛
六
％

七
毛
八
％

　
選
挙
に
関
す
る
意
見
と
し
て
、
二
百
九
十
し

人
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
，
要
約
す
る
レ
ろ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。
　
一
人
い
く
つ
も
の
意
見
の

た
め
人
数
と
件
数
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

　
ω
今
の
選
挙
は
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
。

　
　
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
　
　
　
．
。
一
四
件

　
図
静
か
な
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
一
二
二
件

　
個
違
反
に
対
す
る
取
締
り
の
強
化
を
四
四
件

　
幽
有
権
者
も
も
っ
と
自
覚
を
　
　
　
．
．
．
し
件

　
㈲
市
長
立
会
演
説
会
の
回
数
増
を
　
一
四
件

　
㈲
市
議
の
立
会
演
説
会
を
　
　
　
　
、
四
件

　
ω
市
長
、
市
議
選
に
も
ポ
ス
タ
ー

　
　
掲
示
場
の
設
置
を
　
　
　
　
　
　
一
九
件

　
㈲
市
長
、
市
議
選
に
も

　
　
選
挙
公
報
の
発
行
を
　
　
　
　
　
　
八
件

　
働
町
内
会
等
の
推
せ
ん
の
自
粛
を
　
　
八
件

　
⑯
後
援
会
加
人
等
勧
誘

　
　
（
署
名
）
の
自
粛
を
　
　
　
　
　
　
七
件

二
三
●
三
四
伊
瀞

五
三
・
四
〇
創
ゆ

モ
・
四
一
一
％

手
窒
％

。
・
一
一
七
％

一
一
・
三
％

明
る
い
選
挙
推
進
運
動
に
対
す
る
認
識

ま

と

め

盛況だった立会演説会（市長選、十日町市民体育館で）

　
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
世
論
調
査
の
結
果
に
つ
い
イ
＼
調
査
に
現
れ
た
数
字
を
ご
く
大

ざ
っ
ぱ
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
内
容
の
分
析
は
今
後
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
卜
分
行
い
選
挙

啓
発
及
び
選
挙
の
管
理
執
行
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
、

　
こ
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
か
た
が
た
に
感
謝
申
し
L
げ
ま
す
、

　
ま
た
多
数
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
二
の
調
査
が
、
市
民
の
皆
様
に
何
ら
か
の
、
こ
参
考
に
な
れ
は
幸
い
で
す
，



筋
q
臥

＠とおガ夢3

　、▼

73

　・7

1？ど

　＝▼

マ8

　監『
「』亀

．r∫
　ε』
　＝サ

聾　り
　，　　，
　　o　り

：
．
（
▽
．
．
・
．
．
ム
乳
．
．
．
．
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．
．
▲
7
．
．
．
．
ム
▼
．
．
島
7
．
一
．
，
ム
▼
；
ム
『
，
“
．
▲
7
，
，
．
．
ム
『
．
，
，
ム
▼
．
．
．
．
▲
▼
．
．
．
．
畠
『
．
．
．
．
．
ム
▼
．
，
：
．
轟
『
ー
．
。
ム
『
．
巽
轟
▼
巽
ム
7
■
6
▼
＝
▲
7
…
＆
▼
：
　
▲
7
～
ム
7
，
…
ム
曾
、
…
㌔
揖
■
…
■
＾
▽
，
｝
込
7
…
乞
▼
■
…
＾
7
、
・
・

は
　
じ
　
め
　
に

　
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員
ム
ヂ
で
は
初
め
て
の
世
論
調
査

を
、
統
一
地
方
選
挙
（
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
）

に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
回
の
市
長
選
挙
が
最
近
に
な
く
有
権
者
の

関
心
が
高
く
、
投
票
率
も
九
五
∴
○
％
の
高
投
票
率
と

な
っ
た
こ
と
等
か
ら
で
す
。

　
最
近
は
地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
等
報
道
機

関
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
各
候
補
者
も
こ
の
こ

と
を
有
権
者
に
訴
え
、
地
方
自
治
、
地
方
政
治
に
有
権
者

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
調
査
結
果
の
示
す
と
お
り
必
ず
し
も
明
る
く

正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
地
方
自
治
の
確

立
の
た
め
に
も
有
権
者
の
明
る
く
正
し
い
選
挙
意
識
の
高

揚
が
必
要
で
す
．
こ
の
時
期
に
有
権
者
に
対
す
る
意
識
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
選
挙
啓
発
及
び
選

挙
の
管
理
執
行
の
上
か
ら
も
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
集
計
が
、
衆
議
院
議
員
の
解
散
総
選
挙
が
あ
り
遅
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
対
象
者
千
八
百
人
中
千
百
三
十
一
人
、

六
二
・
八
三
％
の
か
た
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

．
．
．
ム
▼

（2）調査対象　　昭和54年4月10日現在、十日町

　市の永久選挙人名簿に登録されている個人

（31調査対象数　1，800人

（4》抽出方法　　層化無作為抽出法

　　（配分表による）

（5）調査方法　　文書回答による調査

（6）調査時期　　昭和54年7月20日～8月10日

4、調査日程

（1）調査表作成印刷　7月11日～7月15日

（2）調査対象者び）抽出　7月16日～7月22日

（3）調査票発送　7月23日～7月25日

（4）回収期間　7月27日～8月10日

（5》調査票集計　8月13日～9月13日

皿回収状況

（11回収数　1，131通　　（2）回収率　62．83％

1、調査の目的
　　この調査は、昭和54年7、8月の時点における

有権者の選挙意識を中心に、今後の選挙啓発

及び選挙公営の取り組みの資料とすることを

　目的とします。

2、調査項目

　　この調査は、つぎの項目について調査しま
　す。

11》投票と棄権

（2股票の経緯

（3）選挙運動に対する意向

（4》選挙制度、選挙執行管理についての意向

3、翻査方法

（1》調査地域　　十日町市全域

皿
調
査
結
果
の
概
要

1
、
選
挙
の
状
況

　
今
回
の
統
一
地
方
選
挙
を
有
権
者
が
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
を
調
査
す
る
た
め
に
「
今
回
の
統
一
地
方
選
挙

は
全
体
と
し
て
明
る
く
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ
た
と
思
い

ま
す
か
。
そ
う
は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
い
う
問

に
対
し
て
は
全
体
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
ω
明
る
く
正
し
く
行
わ
れ
た

　
勿
そ
う
は
い
え
な
い

　
個
一
概
に
い
え
な
い

　
勾
わ
か
ら
な
い

　
㈲
無
回
答

市
全
体
の
投
票
率
は
九
五
・

2
、
投
票
の
状
況

第3種郵便物認可）昭和55年2月10日

1世論調査実施要領

　　四四十〇四一一一
七八八〇五一六二三八％％％％％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
％
で
す
が
、
今
回

の
調
査
で
は
九
七
・
七
九
％
の
人
が
投
票
し
た
と
答
え
、

市
全
体
よ
り
二
・
六
九
％
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

3
、
投
票
者
の
意
識

ω
意
志
決
定
の
体
様

　
「
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
選
挙
で
投
票
さ
れ
た
の
は

ど
う
い
う
気
持
か
ら
で
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
の
回

答
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
選
）
（
市
繊
選
）

qD

政
治
を
よ
く
す
る
た
め
に
は
投

　
票
す
る
こ
と
が
大
切
だ
か
ら
　
　
二
六
⊥
七
％
　
茜
圭
二
％

ω
投
票
す
る
の
は
国
民
の

　
義
務
だ
か
ら

個
ど
う
し
て
も
当
選
さ
せ
た
い

　
人
が
い
た
か
ら

⑥
自
分
た
ち
の
利
益
を
守
っ
て

　
く
れ
る
よ
う
な
人
だ
か
ら

㈲
団
体
、
地
元
、
知
り
合
い
に

　
た
の
ま
れ
て

一
董
．
二
％
　
三
6
九
％

二
〇
●
二
五
％
　
　
二
七
●
九
四
砿
川

一
四
●
七
七
％
　
　
一
七
●
二
四
％

五
●
九
二
％
　
　
一
二
．
二
〇
％

⑥
自
分
の
支
持
す
る
政
党
の
推
す

　
候
補
者
が
い
た
か
ら

ω
そ
の
他

干
九
二
％

マ
杢
％

四
・
六
〇
％

一
・
春
％

回
意
志
決
定
の
時
期

　
選
挙
の
種
類
に
よ
っ
て
選
挙
運
動
の
期
問
が
異
な
る
が
、

市
長
、
市
議
選
で
は
1
0
日
間
で
す
。
有
権
者
が
誰
れ
に
投

票
す
る
か
を
決
め
た
時
期
を
知
る
こ
と
は
、
選
挙
運
動
の

あ
り
方
及
び
選
挙
啓
発
の
方
法
等
に
つ
い
て
大
切
な
こ
と

で
す
。

　
決
定
の
時
期
に
つ
い
て
の
問
い
に
対
す
る
回
答
は
・
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
選
）
（
市
議
選
）

　
O
D
選
挙
期
間
（
告
示
か
ら
投
票
日

　
　
の
前
日
ま
で
）

　
ω
選
挙
期
間
の
初
め
ご
ろ

㈹
選
挙
期
間
の
中
ご
ろ

＠
選
挙
期
間
の
終
り
ご
ろ

　
㈲
投
票
日
当
日

　
⑥
不
　
明

　
ω
無
回
答

ω
意
志
決
定
の
媒
体

に
入
る
前
か
ら
昊
・
突
％

量
・
妻
％

宍
・
八
O
％

西
・
発
％

三
・
天
％

O
・
囲
％

。
三
七
％

四
二
・
開
％

一
三
・
轟
％

三
三
〇
％

5
・
モ
％

一
・
八
六
％

。
・
奎
％

七
・
宍
％

　
有
権
者
が
候
補
者
を
選
択
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を

何
に
よ
っ
て
得
る
か
は
、
有
権
者
の
選
択
の
性
格
を
知
る

上
で
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
長
選
）
（
市
議
選
）

　
ω
人
物
が
い
い
か
ら
　
　
　
　
　
天
・
三
九
％
　
一
一
？
。
七
％

　
偶
候
補
者
の
個
人
演
説
、
街
頭

　
　
演
説
を
聞
い
て
　
　
　
　
　
　
田
・
吾
％
　
5
三
六
％

　
㈹
立
合
演
説
会
を
聞
い
て
　
　
　
三
・
八
八
％

　
＠
家
人
と
相
談
し
て
　
　
　
　
　
一
。
・
茜
％
　
一
。
⊥
七
％

　
⑥
知
人
、
有
力
者
、
親
戚
か
ら

　
す
す
め
ら
れ
て
　
　
　
　
　
　
七
・
宍
％

⑥
よ
く
知
っ
て
い
る
人
だ
か
ら
　
六
・
九
〇
％

ω
地
元
で
の
相
談
で
　
　
　
　
　
　
等
署
％

㈹
組
合
や
団
体
の
す
す
め
で
　
　
　
四
・
云
％

働
そ
の
他
　
　
　
　
　
　
　
　
二
・
全
％

⑯
政
党
を
考
え
て
　
　
　
　
　
　
二
・
究
％

⑳
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ビ
ラ
や
葉
書
で
一
・
薯
％

⑬
新
聞
を
み
て
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
究
％

⑬
縁
故
者
だ
か
ら
　
　
　
　
　
　
。
・
圭
％

鱒
ポ
ス
タ
ー
や
看
板
を
見
て
　
　
　
。
・
量
％

⑯
不
　
明

六
・
考
％

最
三
四
％

モ
．
六
〇
％

五
人
四
％

二
・
三
％

三
・
豊
％

。
・
杢
％

四
・
薯
％

〇
三
七
％

。
・
杢
％
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口
投
票
者
の
期
待

　
投
票
者
が
何
を
重
点
と
し
て
投
票
し
た
か
に

対
し
て
は
．
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
こ
れ
は
一
人

二
つ
の
理
由
を
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
市
長
選
挙
に
つ
い
て

ω
不
況
対
策

　
ω
各
種
の
公
共
施
設

　
⑥
自
治
体
の
財
政
難
の
問
題

ω
福
　
祉

㈲
都
市
計
画

　
⑥
物
　
価

　
ω
農
林
業
対
策

　
捌
商
工
業
対
策

　
倒
政
策
は
考
え
な
か
っ
た

　
⑯
そ
の
他

　
ω
公
害
問
題

　
⑬
ゴ
ミ
処
理
な
ど
清
掃
問
題

　
埆
不
　
明

　
⑯
無
回
答

4
、
有
権
者
の
姿
勢

　
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

す
る
も
の
と
し
て
地
元
、

三
二
六
％

函
毛
七
％

5
毛
。
％

九
・
五
五
％

八
・
六
六
％

八
・
。
五
％

六
・
九
四
％

　
⑥
】
概
に
い
え
な
い

　
む
わ
か
ら
な
い

　
㈲
無
回
答

＠
前
記
図
、
⑥
に
対
す
る
理
由

　
q
D
議
員
に
は
地
元
代
表
と
い
う

　
　
役
割
も
あ
る
か
ら

　
働
す
い
せ
ん
が
あ
る
と
方
針
が

　
　
決
ま
っ
て
よ
い

　
鋤
自
分
は
別
に
す
い
せ
ん

　
　
が
あ
っ
て
も
動
か
さ
れ
な

　
　
な
い
か
ら
問
題
は
な
い

　
叫
そ
の
他
、
不
明
、
無
回
答

六
・
一
九
％
口
後
援
会
の
加
入
状
況

三
・
一
一
七
％

一
三
茜
％

一
圭
九
％

？
八
四
％

ω
加
入
し
て
い
る

個
加
入
し
て
い
な
い

⑥
不
　
明

叫
無
回
答

四
五
・
二
七
伊
ゆ

三
・
九
八
％

二
・
三
％

四
三
●
〇
六
伊
ゆ

五
・
四
八
％
場
合
、

二
？
窒
％

究
・
奎
％

四
三
●
三
三
創
ゆ

四
五
●
三
六
伊
ゆ

ぞ
究
％

八
三
二
％

9
八
四
％
困
選
挙
が
近
づ
く
と
後
援
会
活
動
が
活
発
に
な

八
・
八
九
％
る
傾
向
に
つ
い
て
の
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
に
直
接
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
内
会
の
す
い
せ
ん
、

後
援
会
の
加
入
等
が
あ
り
ま
す
が
、
．
五
に
つ

い
て
の
調
査
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

っ
す
い
せ
ん
行
為
の
有
無

　
の
あ
っ
た

　
勿
な
か
っ
た

　
鋤
わ
か
ら
な
い

　
＠
無
回
答

切
す
い
せ
ん
行
為
の
良
否

　
n
よ
く
な
い

　
働
そ
う
は
思
わ
な
ハ

“く良
　
　
　
　
　
　
　
＼
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
④
／
　
　
‘

選
．
遍
一
票
へ
ね
竃

蜂
9’

（3）

六
八
・
。
八
飯

急

oD

好
ま
し
い

図
好
ま
し
く
な

3
ど
ち
ら
と
も

〉
）
　
L
　
）
　
・
弘
　
、

4
』
イ
・
刀
ド
ノ
し

㈲
無
回
答

し、

え

な
し、

九
．
四
六
％

四
一
一
一
圭
一
一
％

量
圭
四
％

四
・
。
七
％

七
・
六
。
％

一
九
λ
九
％
て
び

九
・
九
九
％
た
の
日
常
生
活
に
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
て
い

二
6
一
一
一
％
る
と
思
い
ま
す
か
」
の
問
い
に
対
し
て
、
回
答
の

　
　
　
多
い
偵
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
、

天
・
看
％

三
。
・
。
六
％

　
政
治
の
日
常
生
活
に
お
け
る
影
響
力
に
つ
い

　
）
「
あ
な
た
は
政
府
の
す
る
こ
と
が
、
あ
な

5
　
政
治
の
影
響
力
に
つ
い
て
の
意
識

6
ω
大
い
に
影
響
を
与
え
て
い
る

ω
多
少
は
影
響
を
与
え
て
い
る

⑥
あ
ま
り
影
響
を
与
え
て
い
な
い

如
わ
か
ら
な
い

㈲
無
回
答

㈲
全
然
影
響
を
与
え
て
い
な
い

三
八
・
究
％

三
二
。
二
七
創
ゆ

三
・
八
一
一
％

七
三
五
％

六
・
九
八
％

丁
交
％

十
日
町
市
の
政
治
に
対
す
る
意
識

「
十
日
町
市
の
政
治
を
全
体
と
し
て
考
え
た

に
対
し
て
は
、

　
ω
非
常
に
柔
い

　
勿
ま
あ
よ
い

　
3
あ
ま
り
よ
く
な
い

　
働
非
常
に
悪
い

　
旬
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

　
6
オ
カ
ら
な
い

　
ω
無
回
答

7
、
選
挙
の
種
類
に
対
す
る
関
心
度

てど’卜巳「
はび）．i　、

’よJ一’1

捲醜…蓼

おを　1乃ウ
りお　 …‘σか

需1圏
か

丁
四
一
％

塁
・
二
四
％

一
三
．
七
一
一
％

三
・
六
三
伊
ゆ

二
？
重
％

三
三
九
％

六
・
窒
％

　
選
挙
の
種
類
別
に
ょ
る
有
権
者
の
関
心
の
程

度
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
ー
．
k
す
、
（
一
人

二
つ
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
）

qP

衆
議
院
議
員
の
選
挙

切
参
議
院
議
員
の
選
挙

個
知
事
の
選
挙

倒
県
議
会
議
員
の
選
挙

樹
市
長
選
挙

㈲
市
議
会
議
員
の
選
挙

ω
無
回
答

一
九
・
全
％

二
．
。
三
％

早
九
八
％

六
二
九
％

三
五
・
五
四
創
ゆ

二
九
・
8
％

ぞ
四
。
％

　
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
の
政
治
関
係
記
事
、
番
組

8
　
政
治
関
係
記
事
番
組
に
対
す
る
関
心
度

を
ど
の
程
度
見
麦
す
か
と
い

回
答
は
つ
き
の
と
お
り
で
す
、

　
”
よ
く
見
る

　
勿
と
き
ど
き
見
る

　
鋤
あ
ま
り
見
な
い

　
＠
全
然
見
な
い

　
旬
不
　
明

　
㈲
無
回
答

9
、

う
問
い

に
対
す
る

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
等
の
活
動
に
対
す

る
認
識
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
1
知
’
て
い
る

　
働
知
ら
な
い

　
圖
不
　
明

　
凶
無
回
答

10、

選
挙
公
営

ω
選
挙
公
営
に
っ
い
て

　
選
挙
公
営

挙
公
報
の
発
行
）
の
問
い

と
お
り
で
す
。

六
一
・
。
一
％

三
・
三
％

四
・
杢
％

三
・
天
％

（
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
設
置
、
選

　
　
　
　
に
対
し
て
は
、
つ
ぎ
の

　
ω
選
挙
公
営
に
取
り
組
む
べ
き
だ

　
図
選
挙
公
営
を
し
な
く
と
も
よ
い

　
鋤
八
－
の
ま
ま
’
、
k
よ
い

　
鰯
そ
の
他

　
旬
わ
か
ら
な
い

　
⑥
無
回
答

回
選
挙
公
営
の
取
り
組
み
方

　
選
挙
公
営
に
取
り
組
む
と
し
た
ら
、

五
三
・
一
四
創
ゆ

四
・
六
九
％

二
六
・
0
八
創
ゆ

O
・
三
五
ゲ
ゆ

一
三
・
三
五
α
ゆ

一
一
・
三
九
創
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ざ
の

ど
れ
に
カ
を
入
れ
る
べ
き
か
と
の
問
い
に
対
す
る

回
答
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
．
、

　
臼D
公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
・
小
場
の
設
置
毛
・
冥
％

　
ω
選
挙
公
報
の
発
行

　
3
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

　
ω
わ
か
ら
な
い

㈲
無
回
答

H
、
選
挙
に
関
す
る
意
見

四
三
●
七
七
創
〇

九
・
六
四
％

コ
毛
六
％

七
毛
八
％

　
選
挙
に
関
す
る
意
見
と
し
て
、
二
百
九
十
し

人
か
ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
，
要
約
す
る
レ
ろ

ぎ
の
と
お
り
で
す
。
　
一
人
い
く
つ
も
の
意
見
の

た
め
人
数
と
件
数
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

　
ω
今
の
選
挙
は
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
。

　
　
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
　
　
　
．
。
一
四
件

　
図
静
か
な
明
る
く
正
し
い
選
挙
を
一
二
二
件

　
個
違
反
に
対
す
る
取
締
り
の
強
化
を
四
四
件

　
幽
有
権
者
も
も
っ
と
自
覚
を
　
　
　
．
．
．
し
件

　
㈲
市
長
立
会
演
説
会
の
回
数
増
を
　
一
四
件

　
㈲
市
議
の
立
会
演
説
会
を
　
　
　
　
、
四
件

　
ω
市
長
、
市
議
選
に
も
ポ
ス
タ
ー

　
　
掲
示
場
の
設
置
を
　
　
　
　
　
　
一
九
件

　
㈲
市
長
、
市
議
選
に
も

　
　
選
挙
公
報
の
発
行
を
　
　
　
　
　
　
八
件

　
働
町
内
会
等
の
推
せ
ん
の
自
粛
を
　
　
八
件

　
⑯
後
援
会
加
人
等
勧
誘

　
　
（
署
名
）
の
自
粛
を
　
　
　
　
　
　
七
件

二
三
●
三
四
伊
瀞

五
三
・
四
〇
創
ゆ

モ
・
四
一
一
％

手
窒
％

。
・
一
一
七
％

一
一
・
三
％

明
る
い
選
挙
推
進
運
動
に
対
す
る
認
識

ま

と

め

盛況だった立会演説会（市長選、十日町市民体育館で）

　
市
長
、
市
議
会
議
員
選
挙
の
世
論
調
査
の
結
果
に
つ
い
イ
＼
調
査
に
現
れ
た
数
字
を
ご
く
大

ざ
っ
ぱ
に
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
内
容
の
分
析
は
今
後
選
挙
管
理
委
員
会
で
、
卜
分
行
い
選
挙

啓
発
及
び
選
挙
の
管
理
執
行
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
、

　
こ
の
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
か
た
が
た
に
感
謝
申
し
L
げ
ま
す
、

　
ま
た
多
数
の
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
二
の
調
査
が
、
市
民
の
皆
様
に
何
ら
か
の
、
こ
参
考
に
な
れ
は
幸
い
で
す
，
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近
年
、
米
ば
な
れ
は
急
速
に
進
み
、
昭
和
三
十
七
年
に
は
、
国
民
一
人
あ

た
り
年
間
曹
一
八
．
三
鴛
あ
っ
た
需
要
量
が
、
昭
和
五
十
三
年
に
は
八
一
・

六
難
へ
と
減
退
し
て
い
ま
す
。
隅
方
生
産
量
は
、
品
種
改
良
、
栽
培
技
術
の

進
歩
に
よ
り
伸
び
て
お
り
、
生
産
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
訳
で
す
。

　
そ
れ
と
共
に
、
永
年
の
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
「
お
米
」
を
見
直
し
、
そ

の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
国
を
あ
げ
て
対
策
に
取
組
ん
で
い
る
所
で
す
。

十
日
町
市
で
は
、
昨
年
十
一
月
に
米
消
費
拡
大
事
業
の
一
環
と
し
て
、
学
校

の
米
飯
給
食
試
食
会
を
実
施
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、
今
回
は

そ
の
結
果
を
基
に
し
て
、
各
分
野
の
代
表
の
か
た
か
ら
、
米
消
費
拡
大
、
学

校
給
食
の
意
義
と
将
来
等
を
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
食
と
し
て
の

　
米
の
見
直
し
に
つ
い
て

司
会
　
米
は
、
我
が
国
の
気
候
、
風

土
に
最
も
適
し
た
作
物
と
し
♂
＼
数

千
年
も
日
本
人
の
主
食
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
戦
後
食
糧
難

と
あ
わ
せ
、
食
生
活
が
ア
メ
リ
カ
ナ

イ
ズ
さ
れ
た
方
向
へ
傾
斜
し
て
き
た

こ
と
等
か
ら
、
現
在
は
米
過
剰
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
方
’
、
、
は
世
界
的
な
食

消費拡大

の座談会

糧
不
足
が
予
想
さ
れ
、
穀
物
が
戦
略

物
資
と
し
て
利
用
さ
れ
る
等
、
私
達

の
食
生
活
に
は
大
き
な
不
安
要
素
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
国
内

で
百
習
自
給
で
き
る
米
を
見
直
す
必

要
が
’
．
、
て
き
ま
し
た
．
主
食
と
し
て

の
米
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
…
…

教
育
長
　
米
が
何
よ
り
も
重
要
な
主

食
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
も
が
認
め
る

と
こ
ろ
で
す
．
現
在
、
米
の
需
要
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
私
が
考
え

る
に
、
主
食
の
見
直
し
と
は
、
米
を

　
◆
出
席
者
◆
（
敬
称
略
）

小
林
　
由
弘
（
＋
日
町
市
教
育
長
）

西
方
　
禎
次
曾
厳
鴫
検
搬
騰
纏
頭
〕

長
谷
川
容
子
（
栄
養
士
L
日
町
小
学
校
）

樋
熊
　
進
三
（
市
農
協
開
発
課
長
代
理
）

高
橋
　
平
八
（
P
T
A
代
表
中
条
小
学
校
）

近
藤
フ
サ
子
（
P
T
A
代
表
ド
条
小
学
校
）

滝
沢
　
雅
利
（
市
学
校
教
育
課
長
）

風
間
　
栄
光
（
市
農
林
課
消
費
拡
大
担
当
）

團
馬
場
　
良
朗
（
市
農
林
課
長
補
佐
）

小林教育長

尊
重
し
、
だ
い
じ
に
し
て
、
で
き
る

だ
け
消
費
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
も
、
米
消
費
拡
大
推
進
協
議

会
が
あ
り
、
名
分
野
で
担
当
さ
れ
て

い
る
か
た
が
た
か
ら
話
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
私
は
米
消
費
拡
大
に
は
、

学
校
給
食
に
負
う
所
が
大
き
い
と
と

っ
て
い
ま
す
．
全
国
の
学
校
が
米
飯

給
食
に
し
た
ら
、
消
費
量
は
二
十
五

～
一
．
．
十
万
ト
ン
で
す
が
、
実
際
の
消
費

量
は
、
五
十
一
年
一
万
ノ
、
圧
十
二

年
二
万
ト
ン
、
五
十
四
年
は
約
五
万
ノ

位
に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
．

高
橋
　
日
本
人
の
主
食
は
、
外
国
か

ら
高
い
賃
金
で
買
り
て
く
る
も
の
で

な
く
、
や
は
り
国
内
で
自
給
自
足
で

き
る
米
が
い
い
で
し
ょ
う
。
米
の
消

費
拡
大
の
た
め
に
は
、
農
家
の
み
な

さ
ん
か
ら
、
供
出
す
る
米
を
お
い
し

い
も
の
を
出
す
と
い
う
方
向
で
お
願

い
し
た
い
の
で
す
が
。

西
方
　
日
本
人
と
欧
米
人
の
主
食
の

考
え
方
に
は
、
多
少
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。
欧
米
人
が
一
食
に
食
べ
る
パ

ン
の
量
は
、
日
本
の
学
校
給
食
一
食

分
の
パ
ン
の
量
の
三
分
の
一
程
で
す
。

　
こ
の
考
え
方
で
い
く
な
ら
、
ご
飯

で
お
な
か
を
一
杯
に
す
る
と
い
う
考

え
方
を
見
直
し
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出

さ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川
　
確
か
に
、
学
校
給
食
で
は
、

お
な
か
が
一
杯
に
な
っ
た
ら
パ
ン
で

調
整
し
な
さ
い
と
指
導
し
て
い
ま
す
．

樋
熊
　
人
口
は
毎
年
増
え
て
い
る
の

に
、
米
の
消
費
率
は
五
年
先
ま
で
で

は
、
年
率
二
・
】
智
の
減
率
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
日
出
席
さ
れ
て
い
る
か
た
が
た

の
主
食
は
、
米
で
あ
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
が
、
今
の
子
供
達
の
主
食
が
、

今
後
米
な
の
か
、
パ
ン
、
ラ
ー
メ
ン

な
の
か
不
安
な
気
持
で
す
．
問
題
も

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
学
校
教
育
の
中

で
、
、
米
が
セ
食
な
ん
だ
と
位
置
づ
け

る
二
と
は
て
き
な
い
イ
．
」
し
柔
う
か
。

学
校
給
食
と

　
　
　
米
消
費
拡
大

司
会
　
農
業
白
書
で
見
る
と
、
朝
昼

に
米
を
食
べ
る
率
は
七
十
～
八
十
智
、

夕
食
で
は
八
ト
ヒ
新
と
高
い
の
で
す
。

　
摂
取
量
に
も
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、

異
口
同
音
に
主
食
は
米
だ
と
言
え
ま

す
．
そ
ん
な
所
か
ら
・
今
後
消
費
量

を
伸
ば
す
方
法
を
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
見
ま
す
と
、
①
学
校
給
食
に
米

飯
を
導
入
す
る
　
②
米
を
利
用
し
た

新
し
い
食
品
開
発
　
③
米
の
料
理
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん平八さ高橋禎次さん西方

法
の
講
習
会
等
と
な
っ
て
い
圭
す
が
、

今
消
費
拡
大
に
一
番
必
要
な
こ
と
は

何
だ
と
お
考
え
で
す
か
．

西
方
　
現
在
学
校
給
食
で
、
一
食
の

，
こ
飯
の
量
は
八
十
～
八
レ
五
∬
ラ
位
－
。
＼

こ
れ
は
や
や
大
き
な
茶
碗
．
杯
で
す
、

家
庭
で
も
同
じ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
食
生
活
は
、
米
だ
け
で
お
な
か
を

い
っ
ぱ
い
に
す
る
食
事
か
ら
、
副
食

を
主
体
に
し
た
も
の
に
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
も
う
一
度

一
食
あ
た
り
の
米
の
量
を
計
算
し
な

お
し
て
、
そ
れ
を
基
に
し
た
消
費
量

の
見
直
し
が
必
要
で
し
ょ
う
。

樋
熊
　
確
か
に
米
を
こ
れ
以
上
食
べ

な
さ
い
と
い
っ
て
も
無
理
で
し
ょ
う
。

今
後
は
、
三
食
の
う
ち
二
食
は
米
に

す
る
と
い
う
よ
う
に
、
回
数
を
増
や

す
方
向
で
行
け
ば
、
若
干
で
も
消
費

拡
大
に
な
る
の
で
は
。

風
間
　
県
で
は
、
国
に
先
が
け
て
昭

和
五
十
一
年
、
新
潟
県
米
消
費
拡
大

推
進
会
議
を
発
足
さ
せ
て
い
ま
す
。

市
で
は
五
十
．
二
年
か
ら
消
費
拡
大
運

動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
消
費
拡
大

の
た
め
米
飯
給
食
の
拡
大
、
米
ま
つ

り
、
米
に
っ
い
て
の
正
し
い
知
識
の

普
及
等
に
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
効
果
が
目
に
見
え
ず
、
今
後

も
地
道
な
息
の
長
い
取
組
み
を
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
は

　
　
　
ツ
ヤ
が
違
う

教
育
長
　
消
費
拡
大
は
、
い
K
通
り

か
に
考
え
ら
れ
ま
す
．
農
林
課
♂
、
」
言

っ
て
い
る
の
は
、
全
国
的
な
意
味
で

し
ょ
う
が
、
新
潟
県
、
或
い
は
十
日
＼
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ー
昭
和
五
十
六
年
1

　
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

の
三
種
混
合
予
防
接
種
を
、
つ
ぎ
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
。

★
一
期

　
●
該
当
者
…
①
昭
和
五
十
三
年
四

月
二
日
～
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

の
間
に
生
ま
れ
た
入
。

②
前
回
の
該
当
者
で
一
期
を
一
回
し

か
接
種
し
な
か
っ
た
人
と
昭
和
症
卜

一
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人

で
未
接
種
者
。

　
●
接
種
芦
法
…
約
三
週
～
八
週
の

間
隔
φ
－
、
三
回
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り

基
礎
免
疫
が
で
き
完
了
と
な
り
ま
す
。

（
最
高
二
回
接
種
す
る
こ
と
で
完
了

》
）
み
な
，
し
ま
す
．
、
）

★
二
期

　
●
該
当
者
…
昭
和
五
卜
二
年
四
月

二
日
～
五
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
前
年
一
期
が
完
了
し

て
い
る
人
。

　
●
接
種
方
法
…
一
期
の
三
回
を
受

け
る
、
『
と
で
基
礎
免
疫
が
で
き
、
翌

年
二
期
と
し
て
一
回
接
種
す
る
こ
と

て
二
期
か
完
了
し
免
疫
効
果
が
よ
り

強
く
な
り
ま
す
。
　
（
小
学
六
年
生
の

時
に
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
の
三

期
を
接
種
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

二
期
ま
で
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
）
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〉表

実
施
地
区

川
治
・
六
箇
地
区

井十中
田口

↓町条
口　●

田新
地座地
区・

　湘区

ド
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

川
治
　
六
箇
地
区

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

川
治
　
六
箇
地
区

3
月
3
日
幻

受
付
時
間

～lr
　　後

21
時時
3040
分分

　
　
　
　
　
　
．
↑
麦
－
寺
0
〉

　
　
　
　
　
　
ノ

ノ
f
　
俵
4
∠
7

3
月
4
目
氷

　
　
　
　
　
　
～
2
時
1
5
分

，
違

　
　
ー
ヒ
…
⊥
司
気
碧
）

　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ
イ
　
　
け
　
へ
え
ノ

　
　
　
　
　
　
～
2
時
30
分

　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
30
分

　
　
　
　
　
　
～
2
時

3
月
6
日
金

　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
4
0
分

　
　
　
　
　
　
～
2
時
1
5
分

3
月
n
日
水

3
月
12
目
困

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
30
分

～午

　後

21
時時
3040
分分

　　3　i3　3
　月　　1月　月

ll階習
　困　い水）ψ℃

対

象

期

回

目

期期

実
施
会
場

川
治
公
民
館

壁
婦
鯵
鑑

期

回

目

該二
当期
者

（ノ）

み

ド
条
公
民
館

稼
沢
出
張
所

墾
●

　
　
　
　
皿
期
㎜

二
期

該
当
者
の
み

　
　
川
治
公
民
館

搾
　
　
　
…

一
回
目

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

接
種
前
の
注
意

1
、
前
日
入
浴
さ
せ
、
清
潔
な
肌
着

を
き
せ
ま
し
ょ
う
。

2
、
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
。

3
、
母
子
手
帳
、
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
。

4
、
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い

人
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た

人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

5
、
問
診
票
を
正
確
に
記
入
す
る
こ

と
。

N
H
K
学
園

程日〈

中
　
条
　
地
　
区

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

下
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

川
治
　
六
箇
地
区

中

条

地

区

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

下
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

3
月
2
7
日
働

4
月
21
日
図

4
月
”
一
日
困

4
月
2
3
日
困

4
月
2
4
日
囲

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

～午
　　後

21
時時
3040
分分

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

～覆

麟
潮

～覆

齢
雰

～1ト
　　後

21
時時
1540
分分

期期

　回
　目

期

回

目

】
期
二
回
目

二
期鱗

回
目

期

回
目

生
徒
を
募
集

川
治
公
民
館

中
条
公
民
館

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ド
条
公
民
館

水
沢
出
張
所

川
治
公
民
館

中
条
公
民
館

辮
離

水
沢
出
張
所

★
高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス

　
N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働

き
な
が
ら
高
校
掌
業
の
資
格
を
と
り

た
い
か
た

　
●
入
学
資
格
　
中
学
卒
業
、
卒
業

見
込
み
ま
た
は
同
等
以
L
の
学
力
の

あ
る
か
た

　
●
願
書
受
付
　
三
月
一
目
～
四
月

十
五
H

★
高
等
学
校
『
部
科
目
履
習
コ
ー
ス

　
高
等
学
校
の
一
部
科
目
の
単
位
を

必
要
と
す
る
か
た

　
●
願
書
受
付
　
普
通
科
コ
ー
ス
と

同
じ
（
高
校
在
学
者
を
除
く
）

★
高
等
学
校
教
養
コ
ー
ス

　
高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
学
力
を
つ
け

た
い
か
た

　
●
受
講
資
格
　
十
五
歳
以
L
の
人

　
●
申
込
受
付
　
一
．
、
月
一
日
～
四
月

二
・
　
一
　
i

★
社
会
通
信
講
座

　
書
道
・
簿
記
・
文
章
・
絵
画
・
囲

碁
・
英
語
・
国
語
・
数
学
な
ど
十
講

座
二
十
九
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
余

暇
を
利
用
し
て
、
実
生
活
に
役
立
つ

教
養
を
身
に
（
け
た
い
か
た
に

　
●
受
講
資
格
　
ど
な
た
で
も

　
●
申
込
受
付
　
二
月
一
日
～
四
月

三
十
日
ま
で

◎
詳
し
い
こ
と
は
、
N
H
K
学
園
広

報
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
国
立
市
富
士
見
台
二
－
三
十
六

B
O
四
二
五
－
七
二
⊥
一
二
五
一
番
）

　
普
通
、
　
“
か
ぜ
”
の
原
因
の
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
ビ
ー
ル
ス
で
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ピ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
は
、

普
通
の
か
ぜ
と
違
っ
て
伝
染
力
が
強

く
、
　
“
ね
つ
”
　
“
く
し
ゃ
み
”
　
か
せ

き
”
な
ど
の
症
状
が
強
く
あ
ら
わ
れ
、

　
ろ

そ
れ
に
続
い
て
、
手
足

の
痛
み
、
だ
る
さ
が
加

わ
っ
て
来
ま
す
。
ま
た

余
病
と
し
て
は
、
肺
炎
、
腎
炎
な
ど

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
冬
期
間
か
ら
春
先
に
か
け
て
、

そ
の
予
防
に
は
、
十
分
注
意
し
た
い

も
の
で
す
。

　
特
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
注
意
し

ま
し
よ
う
。

※
　
普
段
か
ら
常
に
、
体
の
鍛
練
を

し
て
、
体
調
を
と
と
の
え
て
お
く
こ

と
。※

　
肌
着
は
常
に
清
潔
に
し
て
お
く

こ
と
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を

※
　
過
労
、
飲
み
す
ぎ
、
睡
眠
不
足

を
さ
け
る
こ
と
も
大
切
。

※
　
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
必
ず
、

手
洗
い
と
う
が
い
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

※
　
か
ぜ
と
気
が
つ
い
た
ら
早
く
寝

て
、
体
を
暖
め
、
栄
養
を
多
く
と
り

響・．

晦
，
．
乏
＼

抵
抗
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
。

※
　
家
庭
療
法
は
三
日
が
限
度
で
す
。

早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
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近
年
、
米
ば
な
れ
は
急
速
に
進
み
、
昭
和
三
十
七
年
に
は
、
国
民
一
人
あ

た
り
年
間
曹
一
八
．
三
鴛
あ
っ
た
需
要
量
が
、
昭
和
五
十
三
年
に
は
八
一
・

六
難
へ
と
減
退
し
て
い
ま
す
。
隅
方
生
産
量
は
、
品
種
改
良
、
栽
培
技
術
の

進
歩
に
よ
り
伸
び
て
お
り
、
生
産
調
整
が
行
わ
れ
て
い
る
訳
で
す
。

　
そ
れ
と
共
に
、
永
年
の
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
「
お
米
」
を
見
直
し
、
そ

の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
、
国
を
あ
げ
て
対
策
に
取
組
ん
で
い
る
所
で
す
。

十
日
町
市
で
は
、
昨
年
十
一
月
に
米
消
費
拡
大
事
業
の
一
環
と
し
て
、
学
校

の
米
飯
給
食
試
食
会
を
実
施
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、
今
回
は

そ
の
結
果
を
基
に
し
て
、
各
分
野
の
代
表
の
か
た
か
ら
、
米
消
費
拡
大
、
学

校
給
食
の
意
義
と
将
来
等
を
話
し
あ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
食
と
し
て
の

　
米
の
見
直
し
に
つ
い
て

司
会
　
米
は
、
我
が
国
の
気
候
、
風

土
に
最
も
適
し
た
作
物
と
し
♂
＼
数

千
年
も
日
本
人
の
主
食
と
し
て
親
し

ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
戦
後
食
糧
難

と
あ
わ
せ
、
食
生
活
が
ア
メ
リ
カ
ナ

イ
ズ
さ
れ
た
方
向
へ
傾
斜
し
て
き
た

こ
と
等
か
ら
、
現
在
は
米
過
剰
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
方
’
、
、
は
世
界
的
な
食

消費拡大

の座談会

糧
不
足
が
予
想
さ
れ
、
穀
物
が
戦
略

物
資
と
し
て
利
用
さ
れ
る
等
、
私
達

の
食
生
活
に
は
大
き
な
不
安
要
素
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
国
内

で
百
習
自
給
で
き
る
米
を
見
直
す
必

要
が
’
．
、
て
き
ま
し
た
．
主
食
と
し
て

の
米
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
…
…

教
育
長
　
米
が
何
よ
り
も
重
要
な
主

食
で
あ
る
こ
と
は
、
誰
も
が
認
め
る

と
こ
ろ
で
す
．
現
在
、
米
の
需
要
が

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
私
が
考
え

る
に
、
主
食
の
見
直
し
と
は
、
米
を

　
◆
出
席
者
◆
（
敬
称
略
）

小
林
　
由
弘
（
＋
日
町
市
教
育
長
）

西
方
　
禎
次
曾
厳
鴫
検
搬
騰
纏
頭
〕

長
谷
川
容
子
（
栄
養
士
L
日
町
小
学
校
）

樋
熊
　
進
三
（
市
農
協
開
発
課
長
代
理
）

高
橋
　
平
八
（
P
T
A
代
表
中
条
小
学
校
）

近
藤
フ
サ
子
（
P
T
A
代
表
ド
条
小
学
校
）

滝
沢
　
雅
利
（
市
学
校
教
育
課
長
）

風
間
　
栄
光
（
市
農
林
課
消
費
拡
大
担
当
）

團
馬
場
　
良
朗
（
市
農
林
課
長
補
佐
）

小林教育長

尊
重
し
、
だ
い
じ
に
し
て
、
で
き
る

だ
け
消
費
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
日
も
、
米
消
費
拡
大
推
進
協
議

会
が
あ
り
、
名
分
野
で
担
当
さ
れ
て

い
る
か
た
が
た
か
ら
話
が
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
私
は
米
消
費
拡
大
に
は
、

学
校
給
食
に
負
う
所
が
大
き
い
と
と

っ
て
い
ま
す
．
全
国
の
学
校
が
米
飯

給
食
に
し
た
ら
、
消
費
量
は
二
十
五

～
一
．
．
十
万
ト
ン
で
す
が
、
実
際
の
消
費

量
は
、
五
十
一
年
一
万
ノ
、
圧
十
二

年
二
万
ト
ン
、
五
十
四
年
は
約
五
万
ノ

位
に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
．

高
橋
　
日
本
人
の
主
食
は
、
外
国
か

ら
高
い
賃
金
で
買
り
て
く
る
も
の
で

な
く
、
や
は
り
国
内
で
自
給
自
足
で

き
る
米
が
い
い
で
し
ょ
う
。
米
の
消

費
拡
大
の
た
め
に
は
、
農
家
の
み
な

さ
ん
か
ら
、
供
出
す
る
米
を
お
い
し

い
も
の
を
出
す
と
い
う
方
向
で
お
願

い
し
た
い
の
で
す
が
。

西
方
　
日
本
人
と
欧
米
人
の
主
食
の

考
え
方
に
は
、
多
少
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。
欧
米
人
が
一
食
に
食
べ
る
パ

ン
の
量
は
、
日
本
の
学
校
給
食
一
食

分
の
パ
ン
の
量
の
三
分
の
一
程
で
す
。

　
こ
の
考
え
方
で
い
く
な
ら
、
ご
飯

で
お
な
か
を
一
杯
に
す
る
と
い
う
考

え
方
を
見
直
し
、
そ
こ
か
ら
抜
け
出

さ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川
　
確
か
に
、
学
校
給
食
で
は
、

お
な
か
が
一
杯
に
な
っ
た
ら
パ
ン
で

調
整
し
な
さ
い
と
指
導
し
て
い
ま
す
．

樋
熊
　
人
口
は
毎
年
増
え
て
い
る
の

に
、
米
の
消
費
率
は
五
年
先
ま
で
で

は
、
年
率
二
・
】
智
の
減
率
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
日
出
席
さ
れ
て
い
る
か
た
が
た

の
主
食
は
、
米
で
あ
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
が
、
今
の
子
供
達
の
主
食
が
、

今
後
米
な
の
か
、
パ
ン
、
ラ
ー
メ
ン

な
の
か
不
安
な
気
持
で
す
．
問
題
も

あ
る
で
し
ょ
う
が
、
学
校
教
育
の
中

で
、
、
米
が
セ
食
な
ん
だ
と
位
置
づ
け

る
二
と
は
て
き
な
い
イ
．
」
し
柔
う
か
。

学
校
給
食
と

　
　
　
米
消
費
拡
大

司
会
　
農
業
白
書
で
見
る
と
、
朝
昼

に
米
を
食
べ
る
率
は
七
十
～
八
十
智
、

夕
食
で
は
八
ト
ヒ
新
と
高
い
の
で
す
。

　
摂
取
量
に
も
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、

異
口
同
音
に
主
食
は
米
だ
と
言
え
ま

す
．
そ
ん
な
所
か
ら
・
今
後
消
費
量

を
伸
ば
す
方
法
を
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
見
ま
す
と
、
①
学
校
給
食
に
米

飯
を
導
入
す
る
　
②
米
を
利
用
し
た

新
し
い
食
品
開
発
　
③
米
の
料
理
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん平八さ高橋禎次さん西方

法
の
講
習
会
等
と
な
っ
て
い
圭
す
が
、

今
消
費
拡
大
に
一
番
必
要
な
こ
と
は

何
だ
と
お
考
え
で
す
か
．

西
方
　
現
在
学
校
給
食
で
、
一
食
の

，
こ
飯
の
量
は
八
十
～
八
レ
五
∬
ラ
位
－
。
＼

こ
れ
は
や
や
大
き
な
茶
碗
．
杯
で
す
、

家
庭
で
も
同
じ
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
食
生
活
は
、
米
だ
け
で
お
な
か
を

い
っ
ぱ
い
に
す
る
食
事
か
ら
、
副
食

を
主
体
に
し
た
も
の
に
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
も
う
一
度

一
食
あ
た
り
の
米
の
量
を
計
算
し
な

お
し
て
、
そ
れ
を
基
に
し
た
消
費
量

の
見
直
し
が
必
要
で
し
ょ
う
。

樋
熊
　
確
か
に
米
を
こ
れ
以
上
食
べ

な
さ
い
と
い
っ
て
も
無
理
で
し
ょ
う
。

今
後
は
、
三
食
の
う
ち
二
食
は
米
に

す
る
と
い
う
よ
う
に
、
回
数
を
増
や

す
方
向
で
行
け
ば
、
若
干
で
も
消
費

拡
大
に
な
る
の
で
は
。

風
間
　
県
で
は
、
国
に
先
が
け
て
昭

和
五
十
一
年
、
新
潟
県
米
消
費
拡
大

推
進
会
議
を
発
足
さ
せ
て
い
ま
す
。

市
で
は
五
十
．
二
年
か
ら
消
費
拡
大
運

動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
消
費
拡
大

の
た
め
米
飯
給
食
の
拡
大
、
米
ま
つ

り
、
米
に
っ
い
て
の
正
し
い
知
識
の

普
及
等
に
取
組
ん
で
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
効
果
が
目
に
見
え
ず
、
今
後

も
地
道
な
息
の
長
い
取
組
み
を
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
ぜ
ん
。

コ
シ
ヒ
カ
リ
は

　
　
　
ツ
ヤ
が
違
う

教
育
長
　
消
費
拡
大
は
、
い
K
通
り

か
に
考
え
ら
れ
ま
す
．
農
林
課
♂
、
」
言

っ
て
い
る
の
は
、
全
国
的
な
意
味
で

し
ょ
う
が
、
新
潟
県
、
或
い
は
十
日
＼
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ー
昭
和
五
十
六
年
1

　
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

の
三
種
混
合
予
防
接
種
を
、
つ
ぎ
の

日
程
で
実
施
し
ま
す
。

★
一
期

　
●
該
当
者
…
①
昭
和
五
十
三
年
四

月
二
日
～
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日

の
間
に
生
ま
れ
た
入
。

②
前
回
の
該
当
者
で
一
期
を
一
回
し

か
接
種
し
な
か
っ
た
人
と
昭
和
症
卜

一
年
四
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人

で
未
接
種
者
。

　
●
接
種
芦
法
…
約
三
週
～
八
週
の

間
隔
φ
－
、
三
回
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り

基
礎
免
疫
が
で
き
完
了
と
な
り
ま
す
。

（
最
高
二
回
接
種
す
る
こ
と
で
完
了

》
）
み
な
，
し
ま
す
．
、
）

★
二
期

　
●
該
当
者
…
昭
和
五
卜
二
年
四
月

二
日
～
五
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
前
年
一
期
が
完
了
し

て
い
る
人
。

　
●
接
種
方
法
…
一
期
の
三
回
を
受

け
る
、
『
と
で
基
礎
免
疫
が
で
き
、
翌

年
二
期
と
し
て
一
回
接
種
す
る
こ
と

て
二
期
か
完
了
し
免
疫
効
果
が
よ
り

強
く
な
り
ま
す
。
　
（
小
学
六
年
生
の

時
に
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
の
三

期
を
接
種
し
ま
す
の
で
、
該
当
者
は

二
期
ま
で
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。
）

と・おガ彦3’（5）

〉表

実
施
地
区

川
治
・
六
箇
地
区

井十中
田口

↓町条
口　●

田新
地座地
区・

　湘区

ド
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

川
治
　
六
箇
地
区

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

川
治
　
六
箇
地
区

3
月
3
日
幻

受
付
時
間

～lr
　　後

21
時時
3040
分分

　
　
　
　
　
　
．
↑
麦
－
寺
0
〉

　
　
　
　
　
　
ノ

ノ
f
　
俵
4
∠
7

3
月
4
目
氷

　
　
　
　
　
　
～
2
時
1
5
分

，
違

　
　
ー
ヒ
…
⊥
司
気
碧
）

　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ
イ
　
　
け
　
へ
え
ノ

　
　
　
　
　
　
～
2
時
30
分

　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
30
分

　
　
　
　
　
　
～
2
時

3
月
6
日
金

　
　
　
　
　
　
午
後
－
時
4
0
分

　
　
　
　
　
　
～
2
時
1
5
分

3
月
n
日
水

3
月
12
目
困

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
30
分

～午

　後

21
時時
3040
分分

　　3　i3　3
　月　　1月　月

ll階習
　困　い水）ψ℃

対

象

期

回

目

期期

実
施
会
場

川
治
公
民
館

壁
婦
鯵
鑑

期

回

目

該二
当期
者

（ノ）

み

ド
条
公
民
館

稼
沢
出
張
所

墾
●

　
　
　
　
皿
期
㎜

二
期

該
当
者
の
み

　
　
川
治
公
民
館

搾
　
　
　
…

一
回
目

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

接
種
前
の
注
意

1
、
前
日
入
浴
さ
せ
、
清
潔
な
肌
着

を
き
せ
ま
し
ょ
う
。

2
、
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を
。

3
、
母
子
手
帳
、
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
。

4
、
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い

人
、
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た

人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

5
、
問
診
票
を
正
確
に
記
入
す
る
こ

と
。

N
H
K
学
園

程日〈

中
　
条
　
地
　
区

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

下
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

川
治
　
六
箇
地
区

中

条

地

区

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
吉
田
地
区

下
　
条
　
地
　
区

水
　
沢
　
地
　
区

3
月
2
7
日
働

4
月
21
日
図

4
月
”
一
日
困

4
月
2
3
日
困

4
月
2
4
日
囲

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

～午
　　後

21
時時
3040
分分

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

～覆

麟
潮

～覆

齢
雰

～1ト
　　後

21
時時
1540
分分

期期

　回
　目

期

回

目

】
期
二
回
目

二
期鱗

回
目

期

回
目

生
徒
を
募
集

川
治
公
民
館

中
条
公
民
館

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

ド
条
公
民
館

水
沢
出
張
所

川
治
公
民
館

中
条
公
民
館

辮
離

水
沢
出
張
所

★
高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス

　
N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働

き
な
が
ら
高
校
掌
業
の
資
格
を
と
り

た
い
か
た

　
●
入
学
資
格
　
中
学
卒
業
、
卒
業

見
込
み
ま
た
は
同
等
以
L
の
学
力
の

あ
る
か
た

　
●
願
書
受
付
　
三
月
一
目
～
四
月

十
五
H

★
高
等
学
校
『
部
科
目
履
習
コ
ー
ス

　
高
等
学
校
の
一
部
科
目
の
単
位
を

必
要
と
す
る
か
た

　
●
願
書
受
付
　
普
通
科
コ
ー
ス
と

同
じ
（
高
校
在
学
者
を
除
く
）

★
高
等
学
校
教
養
コ
ー
ス

　
高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
学
力
を
つ
け

た
い
か
た

　
●
受
講
資
格
　
十
五
歳
以
L
の
人

　
●
申
込
受
付
　
一
．
、
月
一
日
～
四
月

二
・
　
一
　
i

★
社
会
通
信
講
座

　
書
道
・
簿
記
・
文
章
・
絵
画
・
囲

碁
・
英
語
・
国
語
・
数
学
な
ど
十
講

座
二
十
九
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
余

暇
を
利
用
し
て
、
実
生
活
に
役
立
つ

教
養
を
身
に
（
け
た
い
か
た
に

　
●
受
講
資
格
　
ど
な
た
で
も

　
●
申
込
受
付
　
二
月
一
日
～
四
月

三
十
日
ま
で

◎
詳
し
い
こ
と
は
、
N
H
K
学
園
広

報
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
国
立
市
富
士
見
台
二
－
三
十
六

B
O
四
二
五
－
七
二
⊥
一
二
五
一
番
）

　
普
通
、
　
“
か
ぜ
”
の
原
因
の
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
ビ
ー
ル
ス
で
す
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ピ
ー
ル
ス
に
つ
い
て
は
、

普
通
の
か
ぜ
と
違
っ
て
伝
染
力
が
強

く
、
　
“
ね
つ
”
　
“
く
し
ゃ
み
”
　
か
せ

き
”
な
ど
の
症
状
が
強
く
あ
ら
わ
れ
、

　
ろ

そ
れ
に
続
い
て
、
手
足

の
痛
み
、
だ
る
さ
が
加

わ
っ
て
来
ま
す
。
ま
た

余
病
と
し
て
は
、
肺
炎
、
腎
炎
な
ど

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
冬
期
間
か
ら
春
先
に
か
け
て
、

そ
の
予
防
に
は
、
十
分
注
意
し
た
い

も
の
で
す
。

　
特
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
注
意
し

ま
し
よ
う
。

※
　
普
段
か
ら
常
に
、
体
の
鍛
練
を

し
て
、
体
調
を
と
と
の
え
て
お
く
こ

と
。※

　
肌
着
は
常
に
清
潔
に
し
て
お
く

こ
と
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
を

※
　
過
労
、
飲
み
す
ぎ
、
睡
眠
不
足

を
さ
け
る
こ
と
も
大
切
。

※
　
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
、
必
ず
、

手
洗
い
と
う
が
い
を
忘
れ
な
い
こ
と
。

※
　
か
ぜ
と
気
が
つ
い
た
ら
早
く
寝

て
、
体
を
暖
め
、
栄
養
を
多
く
と
り

響・．

晦
，
．
乏
＼

抵
抗
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
。

※
　
家
庭
療
法
は
三
日
が
限
度
で
す
。

早
め
に
医
師
の
診
察
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
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●日時　2月22日働
　　　与芽麦6日寺）仁～8日寺斗乞

●会場　十日町市民会館ホーノレ

●講師　近藤芳朗氏

　　　　（医学博士）

健康づくりの集い
　誰てもできる健康体操び）普及

のため「すこやかな体力づくi）

講演会」を開催します。

　市では、こぴ）ほど昭和54年グ）循環器検診の結果をまとめ

ましたが、そび）中び）血圧測定び）結果をお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　一35～64歳一8，121人
　●血圧測定受診者数
　　　　　　10，844人　　□65歳以上…2，723人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測定の基準

区　分 最小
血圧

最大
血圧

標準血圧 89以ト』 139以下

境界線 90～94 140～159

高血圧 95以上 160以1二

33％

の
（

。
％

，
34

，1

匹33％

標準血圧

の人

境界域
の人

高
． 血圧
の人

」ユ圧．篭くτ㌧、

●こんなときに卒中発作が起きます

　　　∩　　　　A
　　　O　O・

●竪づ、り　鳳ガと昏して慶奮

Lているこ拳

　　受

　　　G
　　　o
　　　　O
　　　　　o
心
● 買㌧早㌧をL砂とき

　べ　　ら・
　　　ひ　　　　，

　　　　翌
　　一

●にけしい漕監極しf．ヒひ

　　　タぐ

●便所の中、携尿、拷便てリ等べ

’こと季

、跨無

、
、
珍

疹）

●．へ『P二入　’．上き

　　　闇葱
／／、

隻　　　髪
　　　　髪
●鱒辱膨不ミr　i7φド、eレ∋

●脳卒中、高血圧の予防は減塩から

　食塩のとりすぎは血圧を上昇させ

ます．1日109以ドの減塩食に家族

ぐるみてとりくみましょう。
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旬
街
座
再
興
か
ら
現
在
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
武
　
　
正

　
市
報
と
お
か
柔
ち
．
月
号
に
旬
街

座
の
雪
禍
事
件
が
報
じ
ら
れ
て
い
亥

し
た
が
、
当
時
旬
街
座
は
映
画
館
で

は
な
く
芝
居
小
屋
で
、
た
ま
た
ま
お

正
月
の
元
日
で
臨
時
に
映
画
を
上
映

し
て
い
た
の
で
し
た
、

　
旬
街
座
の
所
有
者
は
旬
街
座
組
合

で
、
借
座
営
業
者
は
岩
田
鹿
蔵
氏
で

し
た
　
．
あ
惨
事
の
翌
年
、
有
志
が

発
起
し
て
犠
牲
者
の
慰
霊
の
た
め
、

深
雪
観
音
堂
が
建
吃
さ
れ
主
し
た
。
、

　
深
雪
観
音
堂
が
建
吃
さ
れ
て
表
も

な
く
、
レ
日
町
に
健
全
な
映
画
館
が

欲
し
い
と
い
う
声
か
高
主
り
、
私
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄

建
設
委
員
の
一
人
と
し
て
、
旬
街
座

再
建
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
格
的
に
映
画
常
設
館
の
建
設
に

む
か
っ
た
の
は
昭
和
レ
四
年
で
し
た

が
、
当
時
目
本
は
大
東
亜
戦
争
直
前

の
非
常
時
体
制
の
時
代
で
、
不
要
不

急
の
建
造
物
で
あ
る
と
い
う
理
由
－
、
、

建
築
許
吋
は
不
吋
能
の
状
態
で
し
た
．

　
当
時
、
県
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
た
岡
田
正
、
平
先
生
（
後
の
民

選
初
代
県
知
事
）
の
ご
尽
力
で
、
む

κ
年
に
建
築
許
吋
が
と
れ
た
の
は
、

た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
レ
ニ
、
・
し
た
、

　
翌
卜
六
年
九
月
卜
圧
日
に
オ
…
プ

ン
し
た
映
画
館
は
、
木
造
二
階
建
で
、

当
時
と
し
て
は
県
ド
一
設
備
の
完
備

し
た
映
画
館
と
し
て
県
民
の
注
目
を

集
め
た
も
の
で
し
た
．
こ
の
日
か
ら
、

十
日
町
’
。
・
は
毎
日
映
画
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
訳
で
す
。

　
・
て
の
後
、
昭
和
二
十
八
年
に
不
慮

の
火
災
で
焼
失
し
た
の
は
残
念
な
二

と
で
し
た
が
、
た
だ
ち
に
十
日
町
松

映
と
し
て
再
建
さ
れ
、
昭
和
四
士
．
．

年
に
鉄
筋
、
．
、
階
建
の
娯
楽
会
館
が
誕

生
し
て
現
在
に
い
た
ジ
、
い
ま
す

　
村
武
さ
ん
か
ら
、
旬
街
座
の
そ
の

後
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
報
の
記
事
に
つ
い
て
の
ご

意
見
等
は
、
企
画
財
政
課
企
画
広
報

係
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

、参◎1蒔，魯“瓢こ齢噺
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十日町小唄誕生
町民発表昭和4年2月14日

　
越
後
名
物
数
々
あ
れ
ど
明
石
縮
に

雪
の
肌
…
…
．
永
井
白
泪
作
詩
、
中

山
晋
平
先
生
の
作
曲
に
ょ
る
十
日
町

小
唄
（
サ
ッ
テ
モ
節
）
が
誕
生
し
た

の
は
、
五
十
年
も
昔
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
唄
が
五
十
年
の
長
き
に
亘
っ

て
愛
唱
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
来
た
の

は
、
十
日
町
織
物
の
発
展
と
切
っ
て

も
切
り
離
せ
な
い
関
係
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
こ
の
地
域
の
人
々
の
並
々
な

ら
ぬ
愛
情
が
な
く
て
は
育
た
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
唄
の
作
詩
者
永
井
白
泪
さ
ん

は
、
松
坂
屋
デ
パ
ー
ト
の
意
匠
研
究

主
任
と
し
て
、
服
飾
の
流
行
指
導
に

当
た
り
、
十
日
町
産
地
と
の
関
係
も

深
く
、
特
に
早
稲
田
文
学
士
と
し
て

詩
歌
文
芸
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
。

　
昭
和
初
期
は
野
口
雨
情
、
北
原
白

秋
、
中
山
晋
平
の
手
で
、
ゴ
ン
ド
ラ

の
唄
、
龍
峡
音
頭
、
望
月
小
唄
、
東

京
音
頭
な
ど
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
、

八
王
子
、
秩
父
な
ど
の
織
物
産
地
で

も
、
そ
の
土
地
の
唄
が
作
ら
れ
、
新

民
．
、
繭
流
行
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　
阿
部
隆
治
理
事
長
の
要
請
で
明
石

蜘
墨
象
一
響
養
5
圭
測
箕
a
象
，

　
な
ん
で
も
民
薦
づ
く
し

　
民
え
う
獲
表
大
會

　
　
　
圏
の
爾
．

　
　
　
　
　
番
外
に
も
珍
類
数
々
　
び

癖
＋
謎
窒
穿
繋
殿
累

　
　
　
　
　
鰍
つ
た
も
o
ら
あ
o
節
う
も
醍
綱
セ

猷
峠
触
は
剰
る
＋
四
五
尉
戦
罐
炉

　
　
　
　
　
鋸
距
に
毛
尽
四
m
働
郎
卜
雌
猷
？

費
拶
蕪
舞
健
静

　
　
　
　
　
　
穿
矯
慌
あ
ム
れ
る
牟
う
象
岬
醍
釦
に

　
　
　
　
　
瓶
ひ
ら
桑
ゐ
る

才
ー
夢
ス
ト
，
o
殿
胤
；
翻
の
殿
撤

　
　
　
　
　
　
閥
西
圃
案
の
弊

↑
士
脅
0
殿
吼
酔
賞
塗
瓦
六
餌

　
　
　
　
　
霜
の
響
敲
駐
胤
駁
翻
編

o
か
襯
の
殿
膨
冷
ど
り
尾
鰍
却
髄
蹴

制
＋
祉
鵡
に
顧
綴
即
の
》
ど
・

　
　
　
　
　
五
船
o
旦
凝
瞭
翻
鍬
講
．
は
瑠
る

　
　
　
　
　
　
お
謙
ぎ
蹴
四
の
は
專
あ
る

患
”
瞭
職
摯
ぺ
盈
漏
づ
く
し

　
　
　
　
　
薮
蝋
帥
綴
は
尉
馨
徽
セ
ゑ
め

＆
ご
く
講
・
等
ε
嘉

　
　
　
　
　
た
と
R
ふ
ぺ
（
瀞
蠣
に
い
』
も
0
服

哩
に
三
齢
0
離
・
献
『
の
験
製

　
　
　
　
　
　
ひ
で
あ
嘉
ら
ぶ
雛
稽
は
樫
れ
准
く

触
＆
酬
麟
猷
、
鵡
響
と
し
羨

　
　
　
　
　
親
磁
説
5
凄

響
餐
響
≠
急
し
と
劉

当時の十日町新聞

縮
の
宣
伝
を
兼
ね
た
十
日
町
を
紹
介

す
る
唄
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
作
詩
の
永
井
白
濯
さ
ん
が
、

中
山
晋
平
先
生
を
案
内
し
て
来
町
し
、

土
地
の
情
緒
に
浸
り
な
が
ら
、
雪
の

中
で
油
徳
旅
館
に
閉
じ
こ
も
っ
て
作

曲
さ
れ
、
三
日
目
の
朝
漸
く
完
成
に

こ
ぎ
っ
け
た
の
で
あ
る
。

　
根
津
直
吉
、
保
坂
隆
吉
、
平
出
吉

郎
さ
ん
ら
の
関
係
者
も
次
々
と
故
人

と
な
り
、
今
や
当
時
を
知
る
人
は
菅

村
新
蔵
元
理
事
長
だ
け
で
あ
る
．

　
「
み
ん
な
が
魚
　
で
曲
が
出
来
る

の
を
期
待
し
て
心
配
し
て
い
る
の
で
、

私
が
時
々
油
徳
に
中
山
先
生
の
様
子

を
見
に
い
り
た
。
先
生
は
こ
た
つ
に

入
り
、
鼻
声
で
歌
い
な
が
ら
、
さ
か

ん
に
楽
譜
に
書
き
こ
ん
で
お
ら
れ
た
。
」

と
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
永
井
さ
ん
は
生
前
「
作
詩

作
曲
が
出
来
上
が
っ
た
夜
、
料
亭
魚

　
の
大
広
間
で
織
物
組
合
主
催
の
宴

会
が
催
さ
れ
、
関
係
者
多
数
集
ま
っ

た
席
上
、
芸
妓
連
に
よ
っ
て
新
作
の

唄
、
三
味
線
、
踊
が
披
露
さ
れ
、
翌

日
は
小
学
校
の
講
堂
で
男
女
青
年
会
、

婦
人
会
の
方
々
を
招
集
し
、
中
山
先

生
自
ら
オ
ル
ガ
ン
を
ひ
い
て
、
唄
い

方
の
講
習
を
し
た
．
毎
日
降
り
し
き

る
雪
の
中
で
、
予
定
が
延
び
て
三
泊

四
目
の
難
産
だ
っ
た
サ
ッ
テ
モ
節
は
、

幸
い
好
評
を
博
し
、
大
い
に
面
目
を

施
し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
昭
和
四
年
二
月
十
四
日
に
始
め
て

旬
街
座
で
町
民
に
披
露
さ
れ
、
四
月

二
十
日
に
は
水
谷
八
重
子
が
来
町

し
、
発
表
さ
れ
、
空
前
の
人
気
を
博

し
た
。
五
月
に
は
、
地
元
美
人
連
が

大
挙
上
京
し
て
東
京
松
坂
屋
で
、
翌

日
に
は
愛
宕
山
の
N
H
K
で
始
め
て

放
送
さ
れ
、
新
民
謡
流
行
の
波
に
乗

っ
て
、
十
日
町
織
物
の
発
展
と
共
に
、

全
国
に
宣
伝
さ
れ
、
情
緒
豊
か
な
雪

国
越
後
を
代
表
す
る
唄
と
し
て
親
し

ま
れ
て
来
た
。
昭
和
九
年
に
は
永
井
、

中
山
コ
ン
ビ
て
、
深
雪
甚
句
が
続
い
て

作
ら
れ
、
昭
和
レ
四
年
に
は
、
山
は

緑
に
の
妻
有
讃
歌
も
中
山
晋
平
作
曲

で
完
成
し
、
十
日
町
と
深
い
因
縁
と

な
っ
た
。
昭
和
一
』
十
六
年
に
組
合
前

庭
に
歌
碑
が
完
成
し
、
小
唄
ま
つ
り

が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　
雪
と
織
物
と
唄
　
　
　
共
に
十
日

町
を
代
表
す
る
大
切
な
宝
で
あ
る
、

永
谷
入
重
子
譲
來
る
、
賀

　
　
　
ヨ
　
　
　
　
き
ロ
の
ユ
し
ヨ
ロ
ロ
き
ト
　
　
　
　
　
　
　
ト
き
き
き
ヨ
ロ
セ
テ
さ
も
ミ
ロ
ヒ
し
レ
　
し
ぎ
き
ど
ロ
ヨ
う

　
　
　
儀
捗
匹
渾
仔
膿
注
瞳
陥
棲

　
四
月
二
†
お
議
於
旬
街
座
軸
主
催
十
日
町
・
民
謡
倉
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月
　
　
　
　
日

時
・
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間

場
　
　
　
　
所

2
月
1
8
目
剛

　
　
（

　
～

2
月
2
9
日
團

9
・
oo
～
4
・
o
o

市
　
役
　
所

曜
く

日
除

・
は

土
日

　
　
）

3
月
3
日
帽

－o

・
o
o
～
1
2
・
o
o

漉
野
作
業
所

10

・
00
～
3
・
0
0

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

3
月
4
日
幻

　
　
　
（

9
・
3
0
～
4
・
o
o

中
条
公
民
館

9
・
30
～
4
・
0
0

ド
条
公
民
館

3
月
5
0
肘

　
　
（

9
・
30
～
3
・
0
0

六
箇
公
民
館

10

・
0
0
～
3
・
00

船
坂
作
業
所

3
月
6
日
困

9
・
3
0
～
4
・
0
0

川
治
公
民
館

m
・
0
0
～
3
・
0
0

大
池
作
業
所

3
月
7
日
團

9
・
3
0
～
4
・
0
0

水
沢
出
張
所

3
月
1
0
日
側

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

9
．
叙
～
3
．
α

馬
場
集
会
所

3
月
H
日
㈹

9
・
3
0
～
4
・
0
0

吉
田
出
張
所

10

・
0
0
～
3
・
0
0

鉢
　
公
　
民
　
館

3
月
1
2
日
困

　
～

3
月
1
4
日
囲

9
・
0
0
～
4
・
00

市
　
　
　
役
　
　
　
所

3
月
1
5
目
団

9
・
00
～
12
・
0
0
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　　　　　　受益者負担金に係る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　課税上の取扱い　1
，，、隼余蘇鍵盒暑妻蓋謡霜顯搬裟塞煤難

出した負担金は、これをr繰延資産」として計上し・減1

価償却の方法により6年間（72ヵ月）で償却します。た1

鮪謡訓鷺，讐、踊蟹絃藁繍ま讐宰繕

諾轍繍囎鑑鍵・す1
②盆瀦磁鱒驚灘．総1

額を末払金に計上して、総額に・）いて償却び）計算ができ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓄
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
③負担金を前納して・報奨金が鮒された場合には・醜

轡轡響したあとグ）負担額を繰延資産として計i

　なお、詳しくは十日町税務署（奮2－3f81番）にお問い1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彦
合わせください。

●
納
税
は

市
・
県
民
税
の

　
　
申
告
は
お
早
め
に

　
こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
願
い
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
を
計
算
す
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
申
告
で
あ
る
と

同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い

ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も
れ

な
く
記
入
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
田

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
（
昭
和
五

十
四
年
中
）
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配

布
す
る
予
定
で
す
が
、
記
入
も
れ
や

誤
り
な
く
提
出
期
限
（
三
月
十
五
日
）

ま
で
に
市
税
務
課
ま
た
は
市
政
事
務

嘱
託
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
方
法
の
相
談
は
　
上
表
の
と
お

り
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
書
き

方
等
不
明
の
点
は
も
よ
り
の
申
告
相

談
会
場
ま
た
は
市
税
務
課
市
民
税
係

（
奮
七
圭
三
二
番
内
線
二
〇
七

有
線
五
二
五
二
一
番
）
へ

者　　
　
　
　
田
村
居
雪
さ
ん
（
本

　
　
ん

乍
さ
名
は
政
治
）
巖
訪
町

イ
雪
の
中
島
屋
紋
工
所
の
社

の
居
長
さ
ん
で
す
．
田
村
さ

ー
」
村
ん
は
前
．
か
ら
ト
日
町

形
田
離
町
蔽
簿
吐

人　　
　
　
な
、
郷
土
色
あ
る
玩
具

き
を
作
れ
な
い
か
と
考
え

ま
幣
威
饗
猷
敷

だ
ら
糸
を
つ
む
ぐ
紡
錘
車

お　
　
　
　
　
（
つ
む
）
が
出
土
し
、

　
　
　
　
古
代
か
ら
全
国
的
に
織

「

物
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ

れ
た
た
め
、
こ
れ
を
ヂ
ザ
イ
ン
化
し

た
郷
土
玩
具
「
苧
環
（
お
だ
ま
き
）

人
形
」
を
創
作
し
た
と
の
こ
と
で
す
．

　
お
だ
ま
き
（
く
だ
を
ま
く
と
い
う

意
味
）
は
、
瓦
年
以
L
寝
か
し
た
イ

ダ
ヤ
の
木
を
使
用
し
、
男
女
一
対
で

人
形
の
裏
に
は
「
居
雪
」
の
文
字
が

書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
．

　
価
格
は
千
丘
百
円
で
、
き
も
の
総

合
展
示
館
、
越
後
屋
さ
ん
等
で
販
売

し
て
お
り
、
博
物
館
で
も
友
の
会
の

手
で
販
売
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
．

　
ま
た
田
村
さ
ん
は
、
「
雪
ん
子
」
の

顔
書
き
手
と
し
て
も
腕
を
ふ
る
っ
て

お
ら
れ
、
雪
ん
子
誕
生
に
も
深
く
か

か
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
雪
ん
子
人
形
は
、
め
ご
げ
だ
な
あ

　
生
ま
れ
妾
、
だ
ち
は
　
雪
の
里

　
ほ
ら
雪
の
里
：
…
・

　
こ
の
詩
は
、
田
村
さ
ん
の
作
詩
、

関
口
愛
吉
さ
ん
（
角
屋
社
長
）
の
作

曲
に
よ
る
「
雪
ん
子
」
の
唄
で
す
か
、

川
口
中
学
の
白
岩
校
長
先
生
に
補
作

し
て
も
ら
っ
て
、
雪
ま
つ
り
の
カ
ー

ニ
バ
　
ル
の
　
ス
一
ア
…
“
ン
イ
ぐ
唄
駅
っ
　
’
」
ぜ
b
ら

お
う
と
、
着
々
と
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
　
　
・
黛
識

　
　
　
磯
噸

悔
奮
難

聯
叢
婁
鶴

、
．
『

〆
‘

　「おだまき人形」

男女一対で、左が男、
右が女です

　
　
今
月
の
納
税

　
国
民
健
康
保
険
料
第
六
期

　
　
納
期
限
2
月
1
6
日
～
2
9
日

　
今
回
で
昭
和
五
十
四
年
度
分
の

㎜
市
税
等
の
納
期
は
す
べ
て
お
わ
り

…
ま
す
。
未
納
の
税
等
が
な
い
か
、

…
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
．

豊
か
な
未
来
を
築
く
も
と

　
　
南
中
三
年
村
山
清
子

窺
雪
ん
子
の
蟹
停
に
の
へ
重
冒
人

　新しい十日町び）郷二L人形「雪ん子」が雪

ま・）りで人気を集めていました．

　こび）雪ん子は、昭和44年に、卜日町青年

会議所（理事長関口耕治一当時一）グ）提唱

で製作されだしたもび）で、もう7年になり

圭す。

　今回は、12月5日から作業を開始し、市

内び）馬場上遺跡と信楽の粘土を混ぜ合わせ

てこね、素焼、白塗り、顔書き、着色とす

べて 手づくりで愛イるし㌧

い雪ん子がてきあがつ

て行きました。

　新しい1・日町名物は、

雪主！）りでも好評で、

外来者にたいへん喜ばれていました．



h
q
へ

（6）とおガ夢コ監

｛
5

●日時　2月22日働
　　　与芽麦6日寺）仁～8日寺斗乞

●会場　十日町市民会館ホーノレ

●講師　近藤芳朗氏

　　　　（医学博士）

健康づくりの集い
　誰てもできる健康体操び）普及

のため「すこやかな体力づくi）

講演会」を開催します。

　市では、こぴ）ほど昭和54年グ）循環器検診の結果をまとめ

ましたが、そび）中び）血圧測定び）結果をお知らせします。

　　　　　　　　　　　　　　一35～64歳一8，121人
　●血圧測定受診者数
　　　　　　10，844人　　□65歳以上…2，723人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　測定の基準

区　分 最小
血圧

最大
血圧

標準血圧 89以ト』 139以下

境界線 90～94 140～159

高血圧 95以上 160以1二

33％

の
（

。
％

，
34

，1

匹33％

標準血圧

の人

境界域
の人

高
． 血圧
の人

」ユ圧．篭くτ㌧、

●こんなときに卒中発作が起きます

　　　∩　　　　A
　　　O　O・

●竪づ、り　鳳ガと昏して慶奮

Lているこ拳

　　受

　　　G
　　　o
　　　　O
　　　　　o
心
● 買㌧早㌧をL砂とき

　べ　　ら・
　　　ひ　　　　，

　　　　翌
　　一

●にけしい漕監極しf．ヒひ

　　　タぐ

●便所の中、携尿、拷便てリ等べ

’こと季

、跨無

、
、
珍

疹）

●．へ『P二入　’．上き

　　　闇葱
／／、

隻　　　髪
　　　　髪
●鱒辱膨不ミr　i7φド、eレ∋

●脳卒中、高血圧の予防は減塩から

　食塩のとりすぎは血圧を上昇させ

ます．1日109以ドの減塩食に家族

ぐるみてとりくみましょう。
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旬
街
座
再
興
か
ら
現
在
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
　
武
　
　
正

　
市
報
と
お
か
柔
ち
．
月
号
に
旬
街

座
の
雪
禍
事
件
が
報
じ
ら
れ
て
い
亥

し
た
が
、
当
時
旬
街
座
は
映
画
館
で

は
な
く
芝
居
小
屋
で
、
た
ま
た
ま
お

正
月
の
元
日
で
臨
時
に
映
画
を
上
映

し
て
い
た
の
で
し
た
、

　
旬
街
座
の
所
有
者
は
旬
街
座
組
合

で
、
借
座
営
業
者
は
岩
田
鹿
蔵
氏
で

し
た
　
．
あ
惨
事
の
翌
年
、
有
志
が

発
起
し
て
犠
牲
者
の
慰
霊
の
た
め
、

深
雪
観
音
堂
が
建
吃
さ
れ
主
し
た
。
、

　
深
雪
観
音
堂
が
建
吃
さ
れ
て
表
も

な
く
、
レ
日
町
に
健
全
な
映
画
館
が

欲
し
い
と
い
う
声
か
高
主
り
、
私
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雄

建
設
委
員
の
一
人
と
し
て
、
旬
街
座

再
建
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
格
的
に
映
画
常
設
館
の
建
設
に

む
か
っ
た
の
は
昭
和
レ
四
年
で
し
た

が
、
当
時
目
本
は
大
東
亜
戦
争
直
前

の
非
常
時
体
制
の
時
代
で
、
不
要
不

急
の
建
造
物
で
あ
る
と
い
う
理
由
－
、
、

建
築
許
吋
は
不
吋
能
の
状
態
で
し
た
．

　
当
時
、
県
会
議
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
た
岡
田
正
、
平
先
生
（
後
の
民

選
初
代
県
知
事
）
の
ご
尽
力
で
、
む

κ
年
に
建
築
許
吋
が
と
れ
た
の
は
、

た
い
へ
ん
喜
ば
し
い
こ
レ
ニ
、
・
し
た
、

　
翌
卜
六
年
九
月
卜
圧
日
に
オ
…
プ

ン
し
た
映
画
館
は
、
木
造
二
階
建
で
、

当
時
と
し
て
は
県
ド
一
設
備
の
完
備

し
た
映
画
館
と
し
て
県
民
の
注
目
を

集
め
た
も
の
で
し
た
．
こ
の
日
か
ら
、

十
日
町
’
。
・
は
毎
日
映
画
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
訳
で
す
。

　
・
て
の
後
、
昭
和
二
十
八
年
に
不
慮

の
火
災
で
焼
失
し
た
の
は
残
念
な
二

と
で
し
た
が
、
た
だ
ち
に
十
日
町
松

映
と
し
て
再
建
さ
れ
、
昭
和
四
士
．
．

年
に
鉄
筋
、
．
、
階
建
の
娯
楽
会
館
が
誕

生
し
て
現
在
に
い
た
ジ
、
い
ま
す

　
村
武
さ
ん
か
ら
、
旬
街
座
の
そ
の

後
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
報
の
記
事
に
つ
い
て
の
ご

意
見
等
は
、
企
画
財
政
課
企
画
広
報

係
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

、参◎1蒔，魯“瓢こ齢噺

シリ＿ズ照ll

十日町小唄誕生
町民発表昭和4年2月14日

　
越
後
名
物
数
々
あ
れ
ど
明
石
縮
に

雪
の
肌
…
…
．
永
井
白
泪
作
詩
、
中

山
晋
平
先
生
の
作
曲
に
ょ
る
十
日
町

小
唄
（
サ
ッ
テ
モ
節
）
が
誕
生
し
た

の
は
、
五
十
年
も
昔
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
唄
が
五
十
年
の
長
き
に
亘
っ

て
愛
唱
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
来
た
の

は
、
十
日
町
織
物
の
発
展
と
切
っ
て

も
切
り
離
せ
な
い
関
係
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
、
こ
の
地
域
の
人
々
の
並
々
な

ら
ぬ
愛
情
が
な
く
て
は
育
た
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
唄
の
作
詩
者
永
井
白
泪
さ
ん

は
、
松
坂
屋
デ
パ
ー
ト
の
意
匠
研
究

主
任
と
し
て
、
服
飾
の
流
行
指
導
に

当
た
り
、
十
日
町
産
地
と
の
関
係
も

深
く
、
特
に
早
稲
田
文
学
士
と
し
て

詩
歌
文
芸
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
。

　
昭
和
初
期
は
野
口
雨
情
、
北
原
白

秋
、
中
山
晋
平
の
手
で
、
ゴ
ン
ド
ラ

の
唄
、
龍
峡
音
頭
、
望
月
小
唄
、
東

京
音
頭
な
ど
が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
、

八
王
子
、
秩
父
な
ど
の
織
物
産
地
で

も
、
そ
の
土
地
の
唄
が
作
ら
れ
、
新

民
．
、
繭
流
行
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　
阿
部
隆
治
理
事
長
の
要
請
で
明
石

蜘
墨
象
一
響
養
5
圭
測
箕
a
象
，

　
な
ん
で
も
民
薦
づ
く
し

　
民
え
う
獲
表
大
會

　
　
　
圏
の
爾
．

　
　
　
　
　
番
外
に
も
珍
類
数
々
　
び

癖
＋
謎
窒
穿
繋
殿
累

　
　
　
　
　
鰍
つ
た
も
o
ら
あ
o
節
う
も
醍
綱
セ

猷
峠
触
は
剰
る
＋
四
五
尉
戦
罐
炉

　
　
　
　
　
鋸
距
に
毛
尽
四
m
働
郎
卜
雌
猷
？

費
拶
蕪
舞
健
静

　
　
　
　
　
　
穿
矯
慌
あ
ム
れ
る
牟
う
象
岬
醍
釦
に

　
　
　
　
　
瓶
ひ
ら
桑
ゐ
る

才
ー
夢
ス
ト
，
o
殿
胤
；
翻
の
殿
撤

　
　
　
　
　
　
閥
西
圃
案
の
弊

↑
士
脅
0
殿
吼
酔
賞
塗
瓦
六
餌

　
　
　
　
　
霜
の
響
敲
駐
胤
駁
翻
編

o
か
襯
の
殿
膨
冷
ど
り
尾
鰍
却
髄
蹴

制
＋
祉
鵡
に
顧
綴
即
の
》
ど
・

　
　
　
　
　
五
船
o
旦
凝
瞭
翻
鍬
講
．
は
瑠
る

　
　
　
　
　
　
お
謙
ぎ
蹴
四
の
は
專
あ
る

患
”
瞭
職
摯
ぺ
盈
漏
づ
く
し

　
　
　
　
　
薮
蝋
帥
綴
は
尉
馨
徽
セ
ゑ
め

＆
ご
く
講
・
等
ε
嘉

　
　
　
　
　
た
と
R
ふ
ぺ
（
瀞
蠣
に
い
』
も
0
服

哩
に
三
齢
0
離
・
献
『
の
験
製

　
　
　
　
　
　
ひ
で
あ
嘉
ら
ぶ
雛
稽
は
樫
れ
准
く

触
＆
酬
麟
猷
、
鵡
響
と
し
羨

　
　
　
　
　
親
磁
説
5
凄

響
餐
響
≠
急
し
と
劉

当時の十日町新聞

縮
の
宣
伝
を
兼
ね
た
十
日
町
を
紹
介

す
る
唄
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
作
詩
の
永
井
白
濯
さ
ん
が
、

中
山
晋
平
先
生
を
案
内
し
て
来
町
し
、

土
地
の
情
緒
に
浸
り
な
が
ら
、
雪
の

中
で
油
徳
旅
館
に
閉
じ
こ
も
っ
て
作

曲
さ
れ
、
三
日
目
の
朝
漸
く
完
成
に

こ
ぎ
っ
け
た
の
で
あ
る
。

　
根
津
直
吉
、
保
坂
隆
吉
、
平
出
吉

郎
さ
ん
ら
の
関
係
者
も
次
々
と
故
人

と
な
り
、
今
や
当
時
を
知
る
人
は
菅

村
新
蔵
元
理
事
長
だ
け
で
あ
る
．

　
「
み
ん
な
が
魚
　
で
曲
が
出
来
る

の
を
期
待
し
て
心
配
し
て
い
る
の
で
、

私
が
時
々
油
徳
に
中
山
先
生
の
様
子

を
見
に
い
り
た
。
先
生
は
こ
た
つ
に

入
り
、
鼻
声
で
歌
い
な
が
ら
、
さ
か

ん
に
楽
譜
に
書
き
こ
ん
で
お
ら
れ
た
。
」

と
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
永
井
さ
ん
は
生
前
「
作
詩

作
曲
が
出
来
上
が
っ
た
夜
、
料
亭
魚

　
の
大
広
間
で
織
物
組
合
主
催
の
宴

会
が
催
さ
れ
、
関
係
者
多
数
集
ま
っ

た
席
上
、
芸
妓
連
に
よ
っ
て
新
作
の

唄
、
三
味
線
、
踊
が
披
露
さ
れ
、
翌

日
は
小
学
校
の
講
堂
で
男
女
青
年
会
、

婦
人
会
の
方
々
を
招
集
し
、
中
山
先

生
自
ら
オ
ル
ガ
ン
を
ひ
い
て
、
唄
い

方
の
講
習
を
し
た
．
毎
日
降
り
し
き

る
雪
の
中
で
、
予
定
が
延
び
て
三
泊

四
目
の
難
産
だ
っ
た
サ
ッ
テ
モ
節
は
、

幸
い
好
評
を
博
し
、
大
い
に
面
目
を

施
し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
昭
和
四
年
二
月
十
四
日
に
始
め
て

旬
街
座
で
町
民
に
披
露
さ
れ
、
四
月

二
十
日
に
は
水
谷
八
重
子
が
来
町

し
、
発
表
さ
れ
、
空
前
の
人
気
を
博

し
た
。
五
月
に
は
、
地
元
美
人
連
が

大
挙
上
京
し
て
東
京
松
坂
屋
で
、
翌

日
に
は
愛
宕
山
の
N
H
K
で
始
め
て

放
送
さ
れ
、
新
民
謡
流
行
の
波
に
乗

っ
て
、
十
日
町
織
物
の
発
展
と
共
に
、

全
国
に
宣
伝
さ
れ
、
情
緒
豊
か
な
雪

国
越
後
を
代
表
す
る
唄
と
し
て
親
し

ま
れ
て
来
た
。
昭
和
九
年
に
は
永
井
、

中
山
コ
ン
ビ
て
、
深
雪
甚
句
が
続
い
て

作
ら
れ
、
昭
和
レ
四
年
に
は
、
山
は

緑
に
の
妻
有
讃
歌
も
中
山
晋
平
作
曲

で
完
成
し
、
十
日
町
と
深
い
因
縁
と

な
っ
た
。
昭
和
一
』
十
六
年
に
組
合
前

庭
に
歌
碑
が
完
成
し
、
小
唄
ま
つ
り

が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　
雪
と
織
物
と
唄
　
　
　
共
に
十
日

町
を
代
表
す
る
大
切
な
宝
で
あ
る
、

永
谷
入
重
子
譲
來
る
、
賀

　
　
　
ヨ
　
　
　
　
き
ロ
の
ユ
し
ヨ
ロ
ロ
き
ト
　
　
　
　
　
　
　
ト
き
き
き
ヨ
ロ
セ
テ
さ
も
ミ
ロ
ヒ
し
レ
　
し
ぎ
き
ど
ロ
ヨ
う

　
　
　
儀
捗
匹
渾
仔
膿
注
瞳
陥
棲

　
四
月
二
†
お
議
於
旬
街
座
軸
主
催
十
日
町
・
民
謡
倉
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月
　
　
　
　
日

時
・
．
　
　
間

場
　
　
　
　
所

2
月
1
8
目
剛

　
　
（

　
～

2
月
2
9
日
團

9
・
oo
～
4
・
o
o

市
　
役
　
所

曜
く

日
除

・
は

土
日

　
　
）

3
月
3
日
帽

－o

・
o
o
～
1
2
・
o
o

漉
野
作
業
所

10

・
00
～
3
・
0
0

克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

3
月
4
日
幻

　
　
　
（

9
・
3
0
～
4
・
o
o

中
条
公
民
館

9
・
30
～
4
・
0
0

ド
条
公
民
館

3
月
5
0
肘

　
　
（

9
・
30
～
3
・
0
0

六
箇
公
民
館

10

・
0
0
～
3
・
00

船
坂
作
業
所

3
月
6
日
困

9
・
3
0
～
4
・
0
0

川
治
公
民
館

m
・
0
0
～
3
・
0
0

大
池
作
業
所

3
月
7
日
團

9
・
3
0
～
4
・
0
0

水
沢
出
張
所

3
月
1
0
日
側

　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

9
．
叙
～
3
．
α

馬
場
集
会
所

3
月
H
日
㈹

9
・
3
0
～
4
・
0
0

吉
田
出
張
所

10

・
0
0
～
3
・
0
0

鉢
　
公
　
民
　
館

3
月
1
2
日
困

　
～

3
月
1
4
日
囲

9
・
0
0
～
4
・
00

市
　
　
　
役
　
　
　
所

3
月
1
5
目
団

9
・
00
～
12
・
0
0
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　　　　　　受益者負担金に係る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
　　　　　　　　　　課税上の取扱い　1
，，、隼余蘇鍵盒暑妻蓋謡霜顯搬裟塞煤難

出した負担金は、これをr繰延資産」として計上し・減1

価償却の方法により6年間（72ヵ月）で償却します。た1

鮪謡訓鷺，讐、踊蟹絃藁繍ま讐宰繕

諾轍繍囎鑑鍵・す1
②盆瀦磁鱒驚灘．総1

額を末払金に計上して、総額に・）いて償却び）計算ができ1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓄
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
③負担金を前納して・報奨金が鮒された場合には・醜

轡轡響したあとグ）負担額を繰延資産として計i

　なお、詳しくは十日町税務署（奮2－3f81番）にお問い1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彦
合わせください。

●
納
税
は

市
・
県
民
税
の

　
　
申
告
は
お
早
め
に

　
こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
願
い
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
を
計
算
す
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
申
告
で
あ
る
と

同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い

ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も
れ

な
く
記
入
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
は
三
月
十
五
田

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
（
昭
和
五

十
四
年
中
）
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配

布
す
る
予
定
で
す
が
、
記
入
も
れ
や

誤
り
な
く
提
出
期
限
（
三
月
十
五
日
）

ま
で
に
市
税
務
課
ま
た
は
市
政
事
務

嘱
託
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
方
法
の
相
談
は
　
上
表
の
と
お

り
申
告
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
書
き

方
等
不
明
の
点
は
も
よ
り
の
申
告
相

談
会
場
ま
た
は
市
税
務
課
市
民
税
係

（
奮
七
圭
三
二
番
内
線
二
〇
七

有
線
五
二
五
二
一
番
）
へ

者　　
　
　
　
田
村
居
雪
さ
ん
（
本

　
　
ん

乍
さ
名
は
政
治
）
巖
訪
町

イ
雪
の
中
島
屋
紋
工
所
の
社

の
居
長
さ
ん
で
す
．
田
村
さ

ー
」
村
ん
は
前
．
か
ら
ト
日
町

形
田
離
町
蔽
簿
吐

人　　
　
　
な
、
郷
土
色
あ
る
玩
具

き
を
作
れ
な
い
か
と
考
え

ま
幣
威
饗
猷
敷

だ
ら
糸
を
つ
む
ぐ
紡
錘
車

お　
　
　
　
　
（
つ
む
）
が
出
土
し
、

　
　
　
　
古
代
か
ら
全
国
的
に
織

「

物
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ

れ
た
た
め
、
こ
れ
を
ヂ
ザ
イ
ン
化
し

た
郷
土
玩
具
「
苧
環
（
お
だ
ま
き
）

人
形
」
を
創
作
し
た
と
の
こ
と
で
す
．

　
お
だ
ま
き
（
く
だ
を
ま
く
と
い
う

意
味
）
は
、
瓦
年
以
L
寝
か
し
た
イ

ダ
ヤ
の
木
を
使
用
し
、
男
女
一
対
で

人
形
の
裏
に
は
「
居
雪
」
の
文
字
が

書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
．

　
価
格
は
千
丘
百
円
で
、
き
も
の
総

合
展
示
館
、
越
後
屋
さ
ん
等
で
販
売

し
て
お
り
、
博
物
館
で
も
友
の
会
の

手
で
販
売
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
．

　
ま
た
田
村
さ
ん
は
、
「
雪
ん
子
」
の

顔
書
き
手
と
し
て
も
腕
を
ふ
る
っ
て

お
ら
れ
、
雪
ん
子
誕
生
に
も
深
く
か

か
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
雪
ん
子
人
形
は
、
め
ご
げ
だ
な
あ

　
生
ま
れ
妾
、
だ
ち
は
　
雪
の
里

　
ほ
ら
雪
の
里
：
…
・

　
こ
の
詩
は
、
田
村
さ
ん
の
作
詩
、

関
口
愛
吉
さ
ん
（
角
屋
社
長
）
の
作

曲
に
よ
る
「
雪
ん
子
」
の
唄
で
す
か
、

川
口
中
学
の
白
岩
校
長
先
生
に
補
作

し
て
も
ら
っ
て
、
雪
ま
つ
り
の
カ
ー

ニ
バ
　
ル
の
　
ス
一
ア
…
“
ン
イ
ぐ
唄
駅
っ
　
’
」
ぜ
b
ら

お
う
と
、
着
々
と
計
画
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
　
　
・
黛
識

　
　
　
磯
噸

悔
奮
難

聯
叢
婁
鶴

、
．
『

〆
‘

　「おだまき人形」

男女一対で、左が男、
右が女です

　
　
今
月
の
納
税

　
国
民
健
康
保
険
料
第
六
期

　
　
納
期
限
2
月
1
6
日
～
2
9
日

　
今
回
で
昭
和
五
十
四
年
度
分
の

㎜
市
税
等
の
納
期
は
す
べ
て
お
わ
り

…
ま
す
。
未
納
の
税
等
が
な
い
か
、

…
も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
．

豊
か
な
未
来
を
築
く
も
と

　
　
南
中
三
年
村
山
清
子

窺
雪
ん
子
の
蟹
停
に
の
へ
重
冒
人

　新しい十日町び）郷二L人形「雪ん子」が雪

ま・）りで人気を集めていました．

　こび）雪ん子は、昭和44年に、卜日町青年

会議所（理事長関口耕治一当時一）グ）提唱

で製作されだしたもび）で、もう7年になり

圭す。

　今回は、12月5日から作業を開始し、市

内び）馬場上遺跡と信楽の粘土を混ぜ合わせ

てこね、素焼、白塗り、顔書き、着色とす

べて 手づくりで愛イるし㌧

い雪ん子がてきあがつ

て行きました。

　新しい1・日町名物は、

雪主！）りでも好評で、

外来者にたいへん喜ばれていました．
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流
雪
溝
の
近
く
で
遊
ば
な
い
で
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
後
は
必
ず
フ
タ
を
し
ま
し
ょ
う

今
冬
は
、
二
月
八
日
に
積
雪
深
が

二
〇
三
独
．
（
十
日
町
試
験
地
）
を
記

録
す
る
な
ど
大
雪
模
様
に
な
っ
て
お

り
、
市
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及

ほ
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
二
月
二
日
に
六
箇
地
区
で
、

流
雪
溝
の
そ
ば
で
遊
ん
で
い
た
四
歳

なの迷惑

の
幼
児
が
、
あ
や
ま
っ
て
流
雪
溝
に

落
ち
て
死
亡
す
る
と
い
う
い
た
ま
し

い
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
か
た
は
、
子
供
を
絶
対

流
雪
溝
、
側
溝
の
そ
ば
で
遊
ば
せ
な

い
よ
う
に
、
ま
た
雪
捨
て
で
使
用
し

た
後
は
必
ず
フ
タ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

路
は
雪
捨
て
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
道
路
に
雪
を
捨
て
る

人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
株
示
じ
ら
れ

　
て
い
る
行
為
で
す
。
（
消

雪
パ
イ
プ
を
布
設
し
た

道
路
も
含
む
）
せ
リ
カ

く
除
雪
し
た
道
路
に
雪

を
捨
て
る
と
、
交
通
を

幽
妨
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、

　
交
通
事
故
の
原
因
に
も

な
リ
カ
ね
ま
せ
ん
。

　
や
む
を
得
ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す

場
合
は
、
町
内
ご
と
に
］
斉
に
お
ろ

す
・
・
う
に
日
を
決
め
て
、
上
木
事
務

所
、
市
役
所
雪
害
対
策
室
と
連
絡
を

と
っ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
お
ろ
し

転
落
事
故
に
ご
注
意

　
屋
根
雪
お
ろ
し
中
の
転
落
事
故
が

四
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
足
場
を

し
っ
か
り
固
め
、
ま
た
、
屋
根
雪
が

セ
リ
出
し
て
通
行
人
に
危
険
な
状
態

で
な
い
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩
序
な
使

用
で
、
水
上
り
や
住
宅
浸
水
事
故
が

た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す
。
流
雪

溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当
時
間
を

厳
守
し
、
水
上
が
り
で
迷
惑
す
る
下

流
の
こ
と
を
十
分
考
え
て
雪
を
投
入

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
流
雪
溝
以
外
の
側
溝
に
は
、

多
少
水
が
流
れ
て
い
て
も
絶
対
に
投

人
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
だ
れ
事
故
防
止
を

　
な
だ
れ
か
起
き
や
す
い
時
期
に
な

り
て
き
ま
し
た
、
ま
た
、
な
だ
れ
は

新
雪
で
も
発
生
し
ま
す
、
危
険
ヵ
所

を
発
見
し
た
時
は
十
分
注
意
し
、
雪

庇
の
排
除
や
う
回
路
の
確
保
な
ど
を

お
願
い
し
ま
す
．

（盤部制纏議決

　市議会第4回定例会は、12月5日から18日
虫での14日間開催されました。
　こグ）議会では、部制条例グ）制定、昭和53年

度 一般会計歳人歳出決算認定などを含む：娼議

案（請願4件、陳情3件、決議1件を含む）
を審議し、なお、北越北線び）早期部分開通に

関する決議を議決して、関係行政庁に提出し

撫☆騨贈窄判
■　部制条例の制定
　部制条例σ）制定に・）いて議決（昭和55年4

月1日施行）

■　人権擁護委員の推せん
　小林賢秀、武田文雄、小川彦…郎び）i氏を

推せんし、議会グ）意見を求めた。

■　昭和54年度一般会計補正予算

　1億2，342万7千円追加し、歳入歳出予算び）

総額はそれそれ83億3，884万円となりました。

歳出の主なもび）は、水田利用再編推進特別交

付金、道路除雪費等てす。

■　一般質問の主な内容
　橋本貞　一議員（道路行政に一）いて、農林行

　政に一）いて、機構改革について）

　滝沢重治議員（昭和55年度予算編成方針に・）

　いて、機構改革にー）いて、原発送電線に一）いて）

　越村大吉議員（豪雪対策について、今後び）

　雇用対策に一）いて）

　樋熊清一議員（市び）越冬対策について、交

　通問題にー）いて、衛生行政に・）いて）

　宮沢健 一議員（農業問題に一）いて）

　岡村清一議員（建設行政に・）いて、商二L行

　政に一）いて、教育行政にー）いて）

　庭野耕策議員（水田再編対策にー）いて、苗

　場山7）く開発問題について、交通安全対策

　と通学路にー）いて、新幹線駅駐車場の確保

　　と直通道路の建設にー）いて）

　佐藤一男議員（水田利用再編対策について・

　学校改策に一）いて、公民館の施設整備に・）

　いて、機構改革にー）いて）

国民年金の現況届墾携駝た、

⊇
現
況
届

ず
、

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金

と
通
算
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
人
が
、
引
き
続
き

年
金
を
受
け
る
た
め
に
、

毎
年
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
国
民
年
金
受
給
者

現
況
届
（
現
況
届
）
の
期

限
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
提
出
期
限
は

二
月
十
五
日
で
し
た
が
、

今
年
か
ら
、
年
金
を
受
け

て
い
る
人
の
　
「
誕
生
月
の

末
日
」
に
な
り
ま
し
た

　
な
お
、
今
年
に
限
り
、
　
一
月
か
ら

三
月
生
主
れ
の
か
た
は
、
今
ま
で
通

り
二
月
十
瓦
日
ま
で
に
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
、
期
限
ま
で
に
提

出
さ
れ
な
い
と
、
社
会
保
険
庁
で
は

あ
な
た
の
生
存
を
確
認
が
で
き
ず
、

届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
問
、
年
金

の
支
払
い
か
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
．

　
現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
年
金
受
給
者
あ
て

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

㊧
　
四
月
以
降
に
生
ま
れ
た
人
に
つ

い
て
は
、
提
出
期
限
の
約
一
ヵ
月
前

に
な
る
と
、
社
会
保
険
庁
か
ら
直
接

受
給
権
者
の
み
な
さ
ん
あ
て
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
目
採
用
予

定
の
市
職
員
（
保
健
婦
）
を
つ
ぎ
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
上
級
（
保
健
婦
）
　
保

健
婦
資
格
を
有
す
る
人
（
昭
和
圧
十

五
年
』
一
月
末
日
ま
で
に
資
格
取
得
見

込
み
の
人
を
含
む
）
で
、
昭
和
二
卜

五
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

採
用
予
定
人
員
　
保
健
婦
若
干
名

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
（
国
語
、
社
会
、
数
学
、
作
文
）

②
第
二
次
試
験
第
一
次
試
験
の
合

格
者
に
対
し
て
口
述
試
験
を
行
う
．

試
験
期
日
及
び
場
所
　
①
第
一
次
試

験
　
三
月
八
日
ω
　
②
第
二
次
試
験

．
二
月
中
旬
　
場
所
は
い
ず
れ
も
十
日

町
市
役
所
で
す
。

受
験
手
続
　
①
甲
込
み
書
類
等
　
市

総
務
課
へ
つ
ぎ
の
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ω
採
用
試
験
申
込
書

（
用
紙
は
総
務
課
で
）
回
保
健
婦
資

格
証
明
書
（
取
得
見
込
み
の
人
は
資

格
取
得
見
込
証
明
書
）
＠
卒
業
学
校

の
成
績
証
明
書
（
卒
業
見
込
み
の
人

は
卒
業
見
込
証
明
書
と
前
年
の
成
績

証
明
書
）
　
②
申
込
み
受
付
期
間

二
月
十
八
日
㈲
～
二
月
二
十
九
日
囲

（
郵
送
の
場
合
は
二
月
二
卜
九
日
の

消
印
の
も
の
は
有
効
と
し
ま
す
）

そ
の
他
　
詳
細
は
、
市
役
所
総
務
課

（
2
七
㌧
．
、
一
一
一
番
内
線
二
．
．
、
三
、

二
一
、
一
四
）
　
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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遊び道具づくり

　
十
日
町
老
人
講
座
は
、
五
月
に
開

講
し
十
一
月
ま
で
月
二
～
三
回
の
学

習
を
行
い
、
’
冬
季
間
は
月
一
回
集
っ

て
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
場
所
は
十
日
町
市
公
民
館

そ
う
、
ほ
れ
そ
の
次
は
こ
う
だ
が
ね

え
」
お
互
い
に
忘
れ
た
と
こ
ろ
を
補

い
あ
っ
て
、
遊
び
や
遊
び
う
た
を
ま

と
め
て
行
き
ま
す
。

　
遊
び
道
具
を
男
衆
は
竹
細
工
で
、

竹
ス
キ
ー
、
竹
ナ
ン
ゴ
、
ス
ヶ
ー
ト

豆
鉄
砲
、
水
鉄
砲
、
機
械
体
操
等
を

作
り
、
女
衆
は
ブ
ン
ブ
と
こ
ま
や
、

パ
タ
パ
タ
、
折
紙
や
ナ
ン
ゴ
等
を
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
作
っ
て
い

ま
す
。

　
午
後
は
グ
ル
ー
プ
学
習
で
、
焼
物

編
物
手
芸
・
俳
句
の
三
グ
ル
ー
プ
に

わ
か
れ
て
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
焼
物
は
十
七
名
で
、
湯
の
み
や
湯

ざ
ま
し
、
き
ゅ
う
す
等
日
用
品
を
作

り
実
用
に
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

味
を
広
げ
、
今
年
の
研
修
旅
行
は
、

柏
崎
の
「
痴
娯
の
家
」
へ
行
き
何
万

点
も
あ
る
お
も
ち
ゃ
で
じ
っ
く
り
勉

強
し
、
松
雲
山
荘
の
名
園
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。

　
文
化
祭
で
は
学
習
の
成
果
を
発
表

し
、
作
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
欲
し
い
人

に
わ
け
て
や
り
喜
ば
れ
ま
し
た
．

　
保
育
所
訪
問
を
計
画
し
、
今
年
は

手
作
り
の
お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て
西
保

育
所
を
訪
問
し
、
子
ど
も
た
ち
と
い

難
灘
叢

し
た「

昔
の
思
い
出
」
と
し
て
遊
び
を
ま
と

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

…
…
『
幽
9
盈
『
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＝
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旨
…
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ξ
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臼
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西
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若
者
に
負
け
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
髭
＋
日
町
老
人
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
、
」
■
く
5
＞
■
「
…
…
巨
亀
■
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■
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》
■
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時
間
は
毎
回
午
前
九
時
半
～
午
後

　
三
時
半

　
回
数
は
毎
月
二
～
三
回
火
曜
艮

毎
回
べ
ん
と
う
を
持
参
し
、
昼
食
を

と
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

当
番
を
決
め
て
、
講
座
の
準
備
後
片

づ
け
昼
食
時
の
お
茶
出
し
を
し
ま
す
．

　
●
こ
ん
な
学
習
を
し
て
い
安
す

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
子
ど
も
の

こ
ろ
の
遊
び
ま
と
め
、
道
具
を
作
り

次
世
代
に
伝
え
て
行
く
」
で
、
午
前

中
は
全
体
学
習
と
し
て
、
テ
ー
マ
に

添
っ
て
調
べ
た
り
、
小
グ
ル
ー
プ
で

話
合
っ
て
ま
と
め
る
．
「
子
ど
も
の

ど
き
、
さ
っ
つ
あ
し
た
ん
だ
ど
も
忘

れ
て
し
ま
っ
た
ず
や
あ
ー
」
「
そ
う

花
瓶
等
大
作
に
跳
戦
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
。

　
編
物
手
芸
は
四
十
二
名
で
、
羽
織

下
、
ぼ
う
し
、
袋
物
や
プ
ッ
シ
ュ
手

芸
な
ど
を
な
、
こ
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
習
っ
て
い
ま
す
．

　
俳
句
は
二
十
二
名
で
、
新
迄
く
始

め
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
基
本
か
ら
学

び
、
毎
回
季
題
を
出
し
、
通
題
五
句

を
学
習
日
に
持
ち
よ
り
互
選
を
し
な

が
ら
句
を
高
め
で
お
り
、
指
導
の
先

生
も
驚
く
ほ
ど
の
上
達
ぶ
り
で
す
。

毎
回
地
元
紙
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

も
二
の
グ
ル
ー
プ
の
楽
し
み
で
あ
り

張
り
合
い
の
ひ
と
つ
で
す
．

　
そ
の
他
に
は
版
画
で
年
賀
状
を
作

っ
た
り
、
民
踊
や
レ
ク
ダ
ン
ス
で
趣

　
こ
の
よ
う
に
十
日
町
老
人
講
座
で

は
意
欲
的
に
生
き
生
き
と
し
た
学
習

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
閉
講
式
に
は
、
益
々
元
気
で
若
返

り
来
年
も
学
習
に
励
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
落
第
証
書
を
授
与
し
て
い
ま
す
．

保育所訪間

艦還

学
校
施
設
を
開
放

　
　
　
　
利
用
申
し
込
み
は
3
月
8
日
ま
で
に

開
放
内
容

　
社
会
体
育
の
普
及
振
興
の
た
め
、

つ
ぎ
の
と
お
り
学
校
施
設
を
学
校
教

育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
一
般
市
民

に
開
放
し
ま
す
。

開
放
校
　
＋
日
町
中
学
校
、
南
中
学

校
、
中
条
中
学
校
、
十
目
町
小
学

校
、
西
小
学
校
、
東
小
学
校
、
中
条

小
学
校
、
水
沢
小
学
校
、
吉
田
小
学

校
、
下
条
小
学
校
、
鐙
島
小
学
校
、

飛
渡
第
一
小
学
校
、
六
箇
小
学
校

利
用
者
　
利
用
者
は
原
則
と
し
て
市

開
放
場
所

開
放
す
る
日

開
　
　
放
　
　
時
　
　
間

屋
内
運
動
場

休
日
、
休
業
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

平
　
　
　
　
日

午
後
六
時
～
午
後
九
時

グ
ラ
ウ
ン
ド

五
月
か
ら

　
　
十
月
ま
で

時
間
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
従
来
通
り

各
学
校
の
判
断
で
自
主
的
に
開
放
し
ま
す
。

嚢
癖
癖
癖
癖
癖
巻
癖
嚢
嚢
嚢
泰
癖
嚢
泰
嚢
癖
嚢
癖
懲
癖
春
癖

rじょうずな話し方講座」

　市公民館では、NHK新潟放送局と共

催でじょうずな話し方講座を開きます。

2月23日（土）

午後1時30分～3時30分

十日町市公民館（学校町）

坂本辰夫氏
（NHKアナウンサー）

NHK新潟放送局
十日町市公民館（行7－5011）

き●と

●ところ

●講師

主催

　☆受講料は無料です。お誘いあって多
　　数ご来場ください。

春癖癖癖券嚢泰泰癖噂泰肇癖嚢泰券券癖

泰
嚢
嚢
癖
癖
癖
療
券
癖
癖
癖
泰
泰
癖
嚢
嚢
泰
泰
癖
嚢
癖
櫛
癖

内
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る
人
が
十
人

以
上
で
構
成
す
る
団
体
で
、
か
つ
責

任
者
が
明
確
な
場
合
で
す
。

申
し
込
み
方
法
　
利
用
団
体
は
、
所

定
の
申
込
書
を
三
月
八
日
ま
で
に
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
8
七
－

三
一
二
番
内
線
二
七
五
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

N
H
X
潭
園
麺
醇

　
学
域
生
雀
募
集

　
N
H
K
学
園
高
校
は
、
N
H
K
の

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
イ
＼
高

校
普
通
課
の
課
程
を
学
習
す
る
通
信

制
専
門
の
高
校
で
す
．

　
同
校
で
は
現
在
生
徒
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
ハ
ガ
キ
か
電

話
で
N
H
K
新
潟
放
送
局
（
新
潟
市

弁
天
一
丁
目
　
3
0
二
五
二
－
四
七

⊥
二
一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
（
願
書
受
付
は
四
月
十
日

ま
で
）児

童
手
当
受
給
者
の

み
な
さ
ん
へ

　
二
月
期
（
十
月
分
～
一
月
分
）
の

児
童
手
当
が
、
二
月
十
日
に
み
な
さ

ん
の
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座

に
振
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
支
給
額
ば
、
十
八
歳
未
満
の
児
童

三
人
以
上
の
う
ち
、
出
生
順
に
数
え

て
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
（
昭

和
五
十
四
年
度
市
民
税
所
得
割
の
額

が
な
い
受
給
者
は
六
千
五
百
円
）
で

す
。
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流
雪
溝
の
近
く
で
遊
ば
な
い
で
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
後
は
必
ず
フ
タ
を
し
ま
し
ょ
う

今
冬
は
、
二
月
八
日
に
積
雪
深
が

二
〇
三
独
．
（
十
日
町
試
験
地
）
を
記

録
す
る
な
ど
大
雪
模
様
に
な
っ
て
お

り
、
市
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
及

ほ
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
二
月
二
日
に
六
箇
地
区
で
、

流
雪
溝
の
そ
ば
で
遊
ん
で
い
た
四
歳

なの迷惑

の
幼
児
が
、
あ
や
ま
っ
て
流
雪
溝
に

落
ち
て
死
亡
す
る
と
い
う
い
た
ま
し

い
事
故
が
起
き
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
か
た
は
、
子
供
を
絶
対

流
雪
溝
、
側
溝
の
そ
ば
で
遊
ば
せ
な

い
よ
う
に
、
ま
た
雪
捨
て
で
使
用
し

た
後
は
必
ず
フ
タ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

路
は
雪
捨
て
場

で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
道
路
に
雪
を
捨
て
る

人
が
見
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
株
示
じ
ら
れ

　
て
い
る
行
為
で
す
。
（
消

雪
パ
イ
プ
を
布
設
し
た

道
路
も
含
む
）
せ
リ
カ

く
除
雪
し
た
道
路
に
雪

を
捨
て
る
と
、
交
通
を

幽
妨
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、

　
交
通
事
故
の
原
因
に
も

な
リ
カ
ね
ま
せ
ん
。

　
や
む
を
得
ず
路
上
に
雪
を
お
ろ
す

場
合
は
、
町
内
ご
と
に
］
斉
に
お
ろ

す
・
・
う
に
日
を
決
め
て
、
上
木
事
務

所
、
市
役
所
雪
害
対
策
室
と
連
絡
を

と
っ
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

雪
お
ろ
し

転
落
事
故
に
ご
注
意

　
屋
根
雪
お
ろ
し
中
の
転
落
事
故
が

四
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
足
場
を

し
っ
か
り
固
め
、
ま
た
、
屋
根
雪
が

セ
リ
出
し
て
通
行
人
に
危
険
な
状
態

で
な
い
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

流
雪
溝
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
流
雪
溝
や
側
溝
等
の
無
秩
序
な
使

用
で
、
水
上
り
や
住
宅
浸
水
事
故
が

た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す
。
流
雪

溝
を
使
用
す
る
際
は
、
割
当
時
間
を

厳
守
し
、
水
上
が
り
で
迷
惑
す
る
下

流
の
こ
と
を
十
分
考
え
て
雪
を
投
入

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
流
雪
溝
以
外
の
側
溝
に
は
、

多
少
水
が
流
れ
て
い
て
も
絶
対
に
投

人
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

な
だ
れ
事
故
防
止
を

　
な
だ
れ
か
起
き
や
す
い
時
期
に
な

り
て
き
ま
し
た
、
ま
た
、
な
だ
れ
は

新
雪
で
も
発
生
し
ま
す
、
危
険
ヵ
所

を
発
見
し
た
時
は
十
分
注
意
し
、
雪

庇
の
排
除
や
う
回
路
の
確
保
な
ど
を

お
願
い
し
ま
す
．

（盤部制纏議決

　市議会第4回定例会は、12月5日から18日
虫での14日間開催されました。
　こグ）議会では、部制条例グ）制定、昭和53年

度 一般会計歳人歳出決算認定などを含む：娼議

案（請願4件、陳情3件、決議1件を含む）
を審議し、なお、北越北線び）早期部分開通に

関する決議を議決して、関係行政庁に提出し

撫☆騨贈窄判
■　部制条例の制定
　部制条例σ）制定に・）いて議決（昭和55年4

月1日施行）

■　人権擁護委員の推せん
　小林賢秀、武田文雄、小川彦…郎び）i氏を

推せんし、議会グ）意見を求めた。

■　昭和54年度一般会計補正予算

　1億2，342万7千円追加し、歳入歳出予算び）

総額はそれそれ83億3，884万円となりました。

歳出の主なもび）は、水田利用再編推進特別交

付金、道路除雪費等てす。

■　一般質問の主な内容
　橋本貞　一議員（道路行政に一）いて、農林行

　政に一）いて、機構改革について）

　滝沢重治議員（昭和55年度予算編成方針に・）

　いて、機構改革にー）いて、原発送電線に一）いて）

　越村大吉議員（豪雪対策について、今後び）

　雇用対策に一）いて）

　樋熊清一議員（市び）越冬対策について、交

　通問題にー）いて、衛生行政に・）いて）

　宮沢健 一議員（農業問題に一）いて）

　岡村清一議員（建設行政に・）いて、商二L行

　政に一）いて、教育行政にー）いて）

　庭野耕策議員（水田再編対策にー）いて、苗

　場山7）く開発問題について、交通安全対策

　と通学路にー）いて、新幹線駅駐車場の確保

　　と直通道路の建設にー）いて）

　佐藤一男議員（水田利用再編対策について・

　学校改策に一）いて、公民館の施設整備に・）

　いて、機構改革にー）いて）

国民年金の現況届墾携駝た、

⊇
現
況
届

ず
、

　
国
民
年
金
の
老
齢
年
金

と
通
算
老
齢
年
金
を
受
け

て
い
る
人
が
、
引
き
続
き

年
金
を
受
け
る
た
め
に
、

毎
年
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
国
民
年
金
受
給
者

現
況
届
（
現
況
届
）
の
期

限
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
提
出
期
限
は

二
月
十
五
日
で
し
た
が
、

今
年
か
ら
、
年
金
を
受
け

て
い
る
人
の
　
「
誕
生
月
の

末
日
」
に
な
り
ま
し
た

　
な
お
、
今
年
に
限
り
、
　
一
月
か
ら

三
月
生
主
れ
の
か
た
は
、
今
ま
で
通

り
二
月
十
瓦
日
ま
で
に
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
、
期
限
ま
で
に
提

出
さ
れ
な
い
と
、
社
会
保
険
庁
で
は

あ
な
た
の
生
存
を
確
認
が
で
き
ず
、

届
が
提
出
さ
れ
る
ま
で
の
問
、
年
金

の
支
払
い
か
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
．

　
現
況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
は
、

社
会
保
険
庁
か
ら
年
金
受
給
者
あ
て

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

㊧
　
四
月
以
降
に
生
ま
れ
た
人
に
つ

い
て
は
、
提
出
期
限
の
約
一
ヵ
月
前

に
な
る
と
、
社
会
保
険
庁
か
ら
直
接

受
給
権
者
の
み
な
さ
ん
あ
て
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
目
採
用
予

定
の
市
職
員
（
保
健
婦
）
を
つ
ぎ
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
上
級
（
保
健
婦
）
　
保

健
婦
資
格
を
有
す
る
人
（
昭
和
圧
十

五
年
』
一
月
末
日
ま
で
に
資
格
取
得
見

込
み
の
人
を
含
む
）
で
、
昭
和
二
卜

五
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

採
用
予
定
人
員
　
保
健
婦
若
干
名

試
験
方
法
　
①
第
一
次
試
験
　
教
養

試
験
（
国
語
、
社
会
、
数
学
、
作
文
）

②
第
二
次
試
験
第
一
次
試
験
の
合

格
者
に
対
し
て
口
述
試
験
を
行
う
．

試
験
期
日
及
び
場
所
　
①
第
一
次
試

験
　
三
月
八
日
ω
　
②
第
二
次
試
験

．
二
月
中
旬
　
場
所
は
い
ず
れ
も
十
日

町
市
役
所
で
す
。

受
験
手
続
　
①
甲
込
み
書
類
等
　
市

総
務
課
へ
つ
ぎ
の
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ω
採
用
試
験
申
込
書

（
用
紙
は
総
務
課
で
）
回
保
健
婦
資

格
証
明
書
（
取
得
見
込
み
の
人
は
資

格
取
得
見
込
証
明
書
）
＠
卒
業
学
校

の
成
績
証
明
書
（
卒
業
見
込
み
の
人

は
卒
業
見
込
証
明
書
と
前
年
の
成
績

証
明
書
）
　
②
申
込
み
受
付
期
間

二
月
十
八
日
㈲
～
二
月
二
十
九
日
囲

（
郵
送
の
場
合
は
二
月
二
卜
九
日
の

消
印
の
も
の
は
有
効
と
し
ま
す
）

そ
の
他
　
詳
細
は
、
市
役
所
総
務
課

（
2
七
㌧
．
、
一
一
一
番
内
線
二
．
．
、
三
、

二
一
、
一
四
）
　
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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遊び道具づくり

　
十
日
町
老
人
講
座
は
、
五
月
に
開

講
し
十
一
月
ま
で
月
二
～
三
回
の
学

習
を
行
い
、
’
冬
季
間
は
月
一
回
集
っ

て
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
場
所
は
十
日
町
市
公
民
館

そ
う
、
ほ
れ
そ
の
次
は
こ
う
だ
が
ね

え
」
お
互
い
に
忘
れ
た
と
こ
ろ
を
補

い
あ
っ
て
、
遊
び
や
遊
び
う
た
を
ま

と
め
て
行
き
ま
す
。

　
遊
び
道
具
を
男
衆
は
竹
細
工
で
、

竹
ス
キ
ー
、
竹
ナ
ン
ゴ
、
ス
ヶ
ー
ト

豆
鉄
砲
、
水
鉄
砲
、
機
械
体
操
等
を

作
り
、
女
衆
は
ブ
ン
ブ
と
こ
ま
や
、

パ
タ
パ
タ
、
折
紙
や
ナ
ン
ゴ
等
を
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
作
っ
て
い

ま
す
。

　
午
後
は
グ
ル
ー
プ
学
習
で
、
焼
物

編
物
手
芸
・
俳
句
の
三
グ
ル
ー
プ
に

わ
か
れ
て
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
焼
物
は
十
七
名
で
、
湯
の
み
や
湯

ざ
ま
し
、
き
ゅ
う
す
等
日
用
品
を
作

り
実
用
に
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

味
を
広
げ
、
今
年
の
研
修
旅
行
は
、

柏
崎
の
「
痴
娯
の
家
」
へ
行
き
何
万

点
も
あ
る
お
も
ち
ゃ
で
じ
っ
く
り
勉

強
し
、
松
雲
山
荘
の
名
園
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。

　
文
化
祭
で
は
学
習
の
成
果
を
発
表

し
、
作
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
欲
し
い
人

に
わ
け
て
や
り
喜
ば
れ
ま
し
た
．

　
保
育
所
訪
問
を
計
画
し
、
今
年
は

手
作
り
の
お
も
ち
ゃ
を
持
っ
て
西
保

育
所
を
訪
問
し
、
子
ど
も
た
ち
と
い

難
灘
叢

し
た「

昔
の
思
い
出
」
と
し
て
遊
び
を
ま
と

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

…
…
『
幽
9
盈
『
議
＝
F
旨
…
d
垂
ξ
一
臼
、
』
5
西
臼
繭

若
者
に
負
け
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
髭
＋
日
町
老
人
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
、
」
■
く
5
＞
■
「
…
…
巨
亀
■
F
甦
■
F
》
■
『
ρ
』
■
F

　
時
間
は
毎
回
午
前
九
時
半
～
午
後

　
三
時
半

　
回
数
は
毎
月
二
～
三
回
火
曜
艮

毎
回
べ
ん
と
う
を
持
参
し
、
昼
食
を

と
り
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

当
番
を
決
め
て
、
講
座
の
準
備
後
片

づ
け
昼
食
時
の
お
茶
出
し
を
し
ま
す
．

　
●
こ
ん
な
学
習
を
し
て
い
安
す

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
「
子
ど
も
の

こ
ろ
の
遊
び
ま
と
め
、
道
具
を
作
り

次
世
代
に
伝
え
て
行
く
」
で
、
午
前

中
は
全
体
学
習
と
し
て
、
テ
ー
マ
に

添
っ
て
調
べ
た
り
、
小
グ
ル
ー
プ
で

話
合
っ
て
ま
と
め
る
．
「
子
ど
も
の

ど
き
、
さ
っ
つ
あ
し
た
ん
だ
ど
も
忘

れ
て
し
ま
っ
た
ず
や
あ
ー
」
「
そ
う

花
瓶
等
大
作
に
跳
戦
し
て
い
る
人
も

い
ま
す
。

　
編
物
手
芸
は
四
十
二
名
で
、
羽
織

下
、
ぼ
う
し
、
袋
物
や
プ
ッ
シ
ュ
手

芸
な
ど
を
な
、
こ
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
習
っ
て
い
ま
す
．

　
俳
句
は
二
十
二
名
で
、
新
迄
く
始

め
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。
基
本
か
ら
学

び
、
毎
回
季
題
を
出
し
、
通
題
五
句

を
学
習
日
に
持
ち
よ
り
互
選
を
し
な

が
ら
句
を
高
め
で
お
り
、
指
導
の
先

生
も
驚
く
ほ
ど
の
上
達
ぶ
り
で
す
。

毎
回
地
元
紙
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

も
二
の
グ
ル
ー
プ
の
楽
し
み
で
あ
り

張
り
合
い
の
ひ
と
つ
で
す
．

　
そ
の
他
に
は
版
画
で
年
賀
状
を
作

っ
た
り
、
民
踊
や
レ
ク
ダ
ン
ス
で
趣

　
こ
の
よ
う
に
十
日
町
老
人
講
座
で

は
意
欲
的
に
生
き
生
き
と
し
た
学
習

が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
閉
講
式
に
は
、
益
々
元
気
で
若
返

り
来
年
も
学
習
に
励
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
落
第
証
書
を
授
与
し
て
い
ま
す
．

保育所訪間

艦還

学
校
施
設
を
開
放

　
　
　
　
利
用
申
し
込
み
は
3
月
8
日
ま
で
に

開
放
内
容

　
社
会
体
育
の
普
及
振
興
の
た
め
、

つ
ぎ
の
と
お
り
学
校
施
設
を
学
校
教

育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
一
般
市
民

に
開
放
し
ま
す
。

開
放
校
　
＋
日
町
中
学
校
、
南
中
学

校
、
中
条
中
学
校
、
十
目
町
小
学

校
、
西
小
学
校
、
東
小
学
校
、
中
条

小
学
校
、
水
沢
小
学
校
、
吉
田
小
学

校
、
下
条
小
学
校
、
鐙
島
小
学
校
、

飛
渡
第
一
小
学
校
、
六
箇
小
学
校

利
用
者
　
利
用
者
は
原
則
と
し
て
市

開
放
場
所

開
放
す
る
日

開
　
　
放
　
　
時
　
　
間

屋
内
運
動
場

休
日
、
休
業
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

平
　
　
　
　
日

午
後
六
時
～
午
後
九
時

グ
ラ
ウ
ン
ド

五
月
か
ら

　
　
十
月
ま
で

時
間
は
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
従
来
通
り

各
学
校
の
判
断
で
自
主
的
に
開
放
し
ま
す
。

嚢
癖
癖
癖
癖
癖
巻
癖
嚢
嚢
嚢
泰
癖
嚢
泰
嚢
癖
嚢
癖
懲
癖
春
癖

rじょうずな話し方講座」

　市公民館では、NHK新潟放送局と共

催でじょうずな話し方講座を開きます。

2月23日（土）

午後1時30分～3時30分

十日町市公民館（学校町）

坂本辰夫氏
（NHKアナウンサー）

NHK新潟放送局
十日町市公民館（行7－5011）

き●と

●ところ

●講師

主催

　☆受講料は無料です。お誘いあって多
　　数ご来場ください。

春癖癖癖券嚢泰泰癖噂泰肇癖嚢泰券券癖

泰
嚢
嚢
癖
癖
癖
療
券
癖
癖
癖
泰
泰
癖
嚢
嚢
泰
泰
癖
嚢
癖
櫛
癖

内
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る
人
が
十
人

以
上
で
構
成
す
る
団
体
で
、
か
つ
責

任
者
が
明
確
な
場
合
で
す
。

申
し
込
み
方
法
　
利
用
団
体
は
、
所

定
の
申
込
書
を
三
月
八
日
ま
で
に
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
8
七
－

三
一
二
番
内
線
二
七
五
）
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

N
H
X
潭
園
麺
醇

　
学
域
生
雀
募
集

　
N
H
K
学
園
高
校
は
、
N
H
K
の

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
イ
＼
高

校
普
通
課
の
課
程
を
学
習
す
る
通
信

制
専
門
の
高
校
で
す
．

　
同
校
で
は
現
在
生
徒
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
ハ
ガ
キ
か
電

話
で
N
H
K
新
潟
放
送
局
（
新
潟
市

弁
天
一
丁
目
　
3
0
二
五
二
－
四
七

⊥
二
一
一
一
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
（
願
書
受
付
は
四
月
十
日

ま
で
）児

童
手
当
受
給
者
の

み
な
さ
ん
へ

　
二
月
期
（
十
月
分
～
一
月
分
）
の

児
童
手
当
が
、
二
月
十
日
に
み
な
さ

ん
の
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座

に
振
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
支
給
額
ば
、
十
八
歳
未
満
の
児
童

三
人
以
上
の
う
ち
、
出
生
順
に
数
え

て
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育
終
了
前

の
児
童
一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
（
昭

和
五
十
四
年
度
市
民
税
所
得
割
の
額

が
な
い
受
給
者
は
六
千
五
百
円
）
で

す
。
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昭
和
五
十
五
年
の
百
日
咳
、
ジ
フ

テ
リ
ア
、
破
傷
風
の
三
種
混
合
予
防

接
種
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
．

◎
一
期
該
当
者
　
①
昭
和
五
十
二
年4

四
月
二
日
～
五
十
、
．
．
年
四
月
一
日
ま

て
に
生
ま
れ
た
人
　
②
前
回
の
該
当

者
て
一
期
を
一
回
し
か
接
種
し
な
か

っ
た
人
と
、
昭
和
互
十
年
四
月
二
日

以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
未
実
施
者

◎
一
期
接
種
方
法
　
約
．
．
．
週
～
八
週

の
間
隔
で
』
、
回
接
種
す
る
二
と
に
ょ

り
基
礎
免
疫
か
で
き
一
期
完
了
と
な

り
ま
す
　
（
最
低
二
回
接
種
す
る
こ
と

で
完
了
と
み
な
し
ま
す
）

●
二
期
該
当
者
　
昭
和
五
レ
、
年
四

月
二
日
～
五
十
二
年
四
月
一
日
ま
イ
。
k

実
施
地
区
名

月
　
　
　
日

受
付
時
間

対
　
　
象

実
施
会
場

水
沢
地
区
幽

3
月
3
日
剛

　
　
　
〔

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

一
期

　
、
回
目

水
沢
出
張
所

卜
日
町
・
新
座
・

大
井
田
・
吉
田
地
区
御

3
月
4
日
図

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
3
0
分

一
期

　
一
回
目

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

卜
条
地
区
囹

午
後
1
時
3
0
分

～
　
～
寺

　
　
‘
6
日

ド
条
公
民
館

中
条
地
区
園

3
月
5
日
弱

　
　
　
（

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

一
期

　
一
回
目

中
条
公
民
館

川
治
　
六
箇
地
区
国

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

十
日
町
・
新
座
・

大
井
田
・
吉
田
地
区
㈹

3
月
6
日
困

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
30
分

、
．
期

該
当
者
の
み

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

川
治
・
六
箇
地
区
倒

3
月
7
日
謝

午
後
－
時
如
分

～
2
時
3
0
分

一
期

該
当
者
の
み

川
治
公
民
館

水
沢
地
区
働

3
月
勿
日
側

午
後
1
時
卿
分

～
2
時
1
5
分

｝
期
二
回
目

二
期

水
沢
出
張
所

↑
目
町
・
新
座
・

人
井
田
・
吉
田
地
区
閏

3
月
％
日
㈹

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
3
0
分

一
期二

回
目

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

ド
条
地
区
国

午
後
－
時
3
0
分

～
2
時

一
期
二
回
目

二
期

ド
条
公
民
館

中
条
地
区
閏

3
月
2
6
日
困

午
後
1
時
40
分

～
2
時
1
5
分

一
期
、
一
回
目

二
期

中
条
公
民
館

川
治
・
六
箇
地
区
倒

午
後
－
時
ω
分

～
2
時
3
0
分

一
期二

回
目

川
治
公
民
館

水
沢
地
区
㈹

4
月
1
4
日
側

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
1
5
分

一
期

　
．
．
回
目

水
沢
出
張
所

十
日
町
・
新
座
・

大
井
田
・
吉
田
地
区
国

4
月
1
8
目
囲

午
後
1
時
4
0
分

～
2
時
3
0
分

一
期

　
．
．
回
目

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

卜
条
地
区
囲

午
後
－
時
3
0
分

～
2
時

ト
条
公
民
館

中
条
地
区
閏

4
月
2
2
日
㈹

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
幡
分

一
期

　
．
．
回
目

中
築
公
民
館

川
治
・
六
箇
地
区
轡

午
後
－
時
4
0
分

～
2
時
3
0
分

川
治
公
民
館

に
生
ま
れ
た
へ
で
前
年
一
期
か
完
ゴ

し
て
い
る
人

●
二
期
接
種
方
法
　
一
期
の
三
回
を

受
け
る
こ
と
で
基
礎
免
疫
が
で
キ
．
」
、

翌
年
二
期
と
し
て
一
回
を
受
け
る
こ

と
f
、
免
疫
か
裏
り
強
く
な
り
ま
す
．

（
小
学
六
年
生
時
に
ジ
フ
テ
リ
ア
』
、

期
を
接
種
し
ま
す
の
で
該
当
者
は
二

期
ま
♂
．
曳
完
了
し
て
く
だ
さ
い
）

膣
接
種
前
の
注
意
　
①
前
日
入
浴
を

さ
ぜ
、
清
潔
な
肌
着
を
き
せ
ま
し
仁

う
　
②
接
種
日
の
朝
、
体
温
測
定
を

忘
れ
ず
に
　
③
印
か
ん
、
母
子
手
帳

を
忘
れ
ず
に
　
④
有
熱
者
、
病
後
衰

弱
の
箸
し
い
人
、
そ
の
他
医
師
が
不

適
と
認
め
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

衛
生
施
設
組
合
か
ら
お
願
い
．

⑤
問
診
票
は
当
日
責
任
を
も
・
て
正

確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い

寄
付
あ
り
が
と
う

歳
末
た
す
け
あ
い

　
▼
↑
日
町
ロ
ー
ダ
リ
ー
ク
ラ
ブ

．
、
．
万
．
．
、
千
．
』
百
．
．
、
十
．
．
．
円
　
▼
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一
団
二
万

六
千
二
百
六
十
円
　
▼
長
助
お
客
一

同
　
一
万
四
↑
、
、
．
円
　
▼
上
越
ヤ
ク

駄
轟
襲
繋

老
と
　
Y
さ
ん
は
腕
利
き
の
職

～
ゆ

　
　
　
　
人
さ
ん
で
す
．
仕
事
も
順

⑩
調
で
ジ
さ
ん
夫
婦
は
子

蝋
　
　
　
　
供
　
人
と
と
も
に
、
幸
わ

　
　
　
　
せ
な
生
活
を
送
、
て
い
ま

　
　
　
　
φ
塾

ル
ト
販
売
㈱
　
二
万
円
　
▼
高
金
織

物
高
友
会
　
κ
f
八
百
八
十
四
円

▼
レ
日
町
水
道
f
業
将
棋
愛
好
会

四
千
、
一
百
六
円
　
▼
リ
ヨ
ン
　
】
万

症
百
二
十
七
円
　
▼
ビ
ク
ト
リ
ー
お

客
一
同
　
一
万
五
千
．
二
百
し
十
八
円

香
典
返
し
　
▼
板
橋
良
夫
（
中
条
島
）

．
．
．
万
円
　
▼
、
匿
名
、
万
円
▼
高
橋

実
（
四
日
町
二
）
三
万
円
　
▼
松
沢

欣
｝
（
川
治
下
町
）
五
万
円
　
▼
鈴

木
良
輝
（
袋
町
西
）
三
万
円
　
▼
庭

し
た
。
と
こ
ろ
か
、
あ
る
目
突
然
…

大
黒
柱
で
あ
る
Y
さ
ん
が
、
仕
事
場

へ
行
く
途
中
、
交
通
事
故
で
死
亡
す

る
と
い
う
、
思
い
も
か
け
な
い
悲
劇

が
お
き
ま
し
た
、
そ
の
時
か
ら
母
子

は
、
母
子
世
帯
に
な
っ
て
し
ま
り
た

の
で
す
。
奥
さ
ん
は
、
目
の
前
が
ま

っ
く
ら
に
な
る
の
を
こ
ら
え
な
が
ら
、

国
民
年
金
に
母
子
年
金
と
い
う
の
が

あ
る
こ
と
を
思
い
だ
し
ま
し
た
。
少

し
で
も
助
け
に
な
れ
ば
と
、
国
民
年

金
係
の
窓
口
へ
相
談
に
訪
ず
れ
ま
し

た
が
…
…
た
い
へ
ん
で
す
〃
国
民
年

金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
か
あ
っ
た
の

野
重
造
（
菅
沼
）
百
万
円

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
第
四
銀
行
十
日
町
支
店
　
二
万

千
二
百
一
．
．
十
四
円
　
▼
春
川
（
新
座
）

五
千
円
　
▼
美
佐
伝
社
員
一
同
　
、
一

万
一
．
一
千
七
百
五
十
三
円
　
▼
ペ
ガ
サ

ス
　
】
万
三
百
七
十
円
　
▼
若
葉
会

四
千
八
百
円
　
▼
高
新
織
物
㈱
親
睦

会
　
一
万
二
千
八
百
十
一
円
　
▼
城

之
古
部
落
　
一
、
．
千
円
　
▼
内
藤
直
義

（
控
木
）
千
円

・3

　BY十高マ凋
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『裂
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魍川些1山
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一＝．
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R岬，

グ＼
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　　一
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　鑑　・ヅ

泰領身．轟
へ如膿鴛．

、
，
　

璽
、
　 鯨づ　1

婆・蠕曇
7刃π藪・

二裂9　　　へ、．

，
燃
え
る
ゴ
ミ
の
収
集
日
に
豆
炭
の
灰
、
爆
発
物
（
ス
プ
レ
ー
等
）
を
出
す
か
た

が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
変
危
険
で
す
の
で
絶
対
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

で
す
．
納
め
た
り
、
納
め
な
か
『
た

り
し
て
い
た
た
め
、
母
子
年
金
か
受

け
ら
れ
る
納
付
条
件
に
あ
て
は
ま
ら

な
い
の
で
す
。

　
つ
い
ウ
ッ
カ
リ
の
納
め
忘
れ
が
、

Y
さ
ん
の
奥
さ
ん
を
よ
り
悲
し
み
の

ド
ン
底
に
導
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
キ
チ
ン
と
保
険
料
を
納
め
て
い
た

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
供
が
十
八
歳
に

な
る
ま
で
母
子
年
金
、
年
額
五
十
万

六
千
八
百
円
（
月
額
四
万
二
千
二
百

』
一
レ
円
）
か
も
ら
え
た
の
に
。
こ
ん

な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保
険
料
は
キ

チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
二
月
十
四
日
困
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
島
、
住
吉
町
、
高
田
町

五
r
目
の
各
一
部
　
▼
二
月
十
六
日

出
　
午
前
八
時
半
～
正
午
ま
で
　
本

町
一
r
目
、
本
町
東
一
丁
目
、
山
本

町
五
丁
目
の
各
一
部
　
▼
二
月
十
八

日
㈲
　
午
後
一
時
～
、
、
．
時
ま
で
　
本

町
．
．
．
・
四
丁
目
の
各
一
部
、
若
宮
町
、

田
中
町
東
・
西
の
各
一
部

　
　
　
　
　
　
　
h
侍

惨
ヒ
が
2
　
齢

O
新
し
い
郷
土
玩
具
「
お
だ
ま
き
人

形
」
か
誕
生
し
ま
し
た
．
馬
場
上
遺

跡
出
士
の
紡
錘
車
（
ッ
ム
）
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
七
年
前

に
創
作
さ
れ
た
「
雪
ん
子
」
も
の
べ

五
百
人
の
市
民
の
手
で
二
千
五
百
個

作
ら
れ
、
雪
ま
つ
り
会
場
で
人
気
を

博
し
て
い
ま
し
た
．
新
し
い
十
日
町

の
文
化
を
作
る
努
力
に
絶
大
な
拍
手

を
お
く
り
た
い
も
の
で
す
。
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翫
※春の使者ネコヤナギの芽に送られて、冬の

　使者3羽の白鳥の北の空に旅立つ日も間近。

※3月3日、サンヨサンヨの声を聞くと春は

　もうすぐそこ。消防署の職員も春の火災予

　防を呼びかける。

※雪道の通学も、もうあとわずかだ。


